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〔主な内容〕

●町民体育祭 （P2）

●美術展・ジュニア美術展 （P3）

●学校週５日制 （P4）

●第２回議会定例会 （P5）

内灘町民体育祭（６月２日）
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町
民
体

育
祭

向粟崎チームが3年ぶりに総合優勝  
第48回内灘町民体育祭が６月２日に開催され、向粟崎チームが３年
ぶりに総合優勝しました。

優　勝 向粟崎 45点
準優勝 西荒屋 41点
第３位 ハマナス 40点
第４位 宮　坂 38点
第５位 鶴ヶ丘西 35点
第６位 室 34点

第７位 向陽台 33点
第８位 緑　台 33点
第９位 大根布 31点
第10位 大　学 30点
第11位 大清台 28点

第12位 アカシア 27点
第13位 旭ヶ丘 27点
第14位 千鳥台 26.5点
第15位 鶴ヶ丘東 25.5点
第16位 鶴ヶ丘北 20点

●たる転がし名人賞 宮坂（5分21秒91）

●努力賞 大学（昨年16位から今年10位）

【成 績 結 果】
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美

術

展

第20回 内灘町美術展 第11回 内灘町ジュニア美術展
６月９日から16日までの８日間にわたり、内灘町役場の町民ギャラリー、町民ホールにおいて、「第20回内灘

町美術展・第11回内灘町ジュニア美術展」が開催されました。

初日には、それぞれの部門から大賞・特別賞等の表彰式が行われました。

また、今回は華道協会も数点展示し会場に色を添えました。

第１科　絵　画
大　賞（北國新聞社長賞）
「街角」 橘　　春枝（金沢市）

次　賞
「みんなと遊ぼう」 大地美千子（緑　台）
「バリ島にて」 松田　　聡（向陽台）

第２科　工　芸
大　賞（内灘町長賞）
「WEVEⅡ」 小西　みき（大　学）

次　賞
「風紋」 山　みち子（緑　台）
「エナジー・フロー」 柳瀬　悦子（向陽台）

第３科　　書
大　賞（議会議長賞）
「夢去来」 佐藤　幽愛（大根布）

次　賞
「則天去私」 上野　雅子（西荒屋）

第４科　写　真
大　賞（教育長賞）
「天間異変」 荒俣　賢正（旭ヶ丘）

次　賞
「小春日和」 柴田　朋子（鶴ヶ丘）
「内灘の夜明け」 上前　　勇（宮　坂）

一般の部

第１科　絵　画
大　賞 酒井　　翼（向粟崎小４）

特別賞（内灘ライオンズクラブ会長賞）
根来　幸稀（向粟崎小６）

金　賞 高橋　侑志（向粟崎小２）
吉田　篤己（向粟崎小４）
出口　開斗（清湖小３）
岩崎　聖也（大根布小２）
浜田　武虎（西荒屋小１）

第２科　　書
大　賞 田辺　悠介（清湖小４）

特別賞（内灘ライオンズクラブ会長賞）
竹島　義貴（清湖小６）

金　賞 北川愛里沙（向粟崎小１）
川岸　優香（向粟崎小３）
石橋　里渉（鶴ヶ丘小５）
浜田　真里（鶴ヶ丘小５）
村上　奈穂（内�中２）

ジュニアの部

第１科　絵　画

「街角」
橘 春枝（金沢市）

第４科　写　真

「天間異変」 荒俣　賢正（旭ヶ丘）

第２科　工　芸

「WEVE�」
小西　みき（大学）

第
３
科
　
書

「
夢
去
来
」

佐
藤
幽
愛
（
大
根
布
）

第１科　絵　画

酒井　　翼（向粟崎小４）

第２科　書

田辺　悠介（清湖小４）

大賞

大賞

大賞

大賞

大

賞

大賞
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学
校
週
5
日
制

数年前から、保護者や地域の方々に、学校での子どもたちの様子や教育活動についてご理解・ご支援をいた
だくため、地域に開かれた学校としての取り組みに努めてまいりました。
完全学校週５日制実施の本年度は、今まで以上のご支援を願い、「地域に学ぶ教育活動」を推進していくこ
ととしております。
４月から協力いただいておりますのは

等であり、キ・ラ・リびとを始め、素晴らしい能力や個性をお持ちの方々が熱心に活動してくださっています。
１年間を通じてご指導いただく方など、本校スタッフの一員として心強い限りです。
この後、総合的な学習の時間の内容がますます多岐に渡ります。後期には、新たな選択教科が開設されます。
２年生328名参加の「わく・ワーク体験」など進路学習も充実してまいります。その他、文化祭や生徒会を中
心としたボランティア活動等々、地域の方々にご参加・ご支援いただきたい場面が数多くあります。
内灘町を愛し、将来の内灘町を担う子どもたちの育成に向けて、「地域に学ぶ教育活動」を共に推進してい
ただける方々が、さらに増えますことを願っております。

地域に学ぶ教育活動を推進しています。 内灘中学校

完全学校 が始まりました。 

・子どもたちが自分で課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、
よりよく問題を解決する力。 
・自らを律しつつ、他人と協調し、他人を思いやる心や感動する心など豊かな人間性と
たくましく生きるための健康と体力。 

　４月より、毎週土曜日を休みとする「完全学校週５日制」が、全国の公立学校で始まりま
した。子どもたちの学校外での時間が増え、家庭や地域での教育機会がこれまで以上に重要
になります。学校の授業も、ゆとりの中で、子どもたち一人ひとりの「生きる力」を育て
るために、教育内容が変わります。 

週５日制 

「生きる力」とは 

家 庭 
 団らんや家族で活動等をすること

により、愛情の充足や心の安定を
図るとともに、基本的生活習慣の
定着や豊かな心の育成など、家庭
の役割の充実に努める。 学 校 

特色ある教育課程の編成に努める
なかで、基礎・基本の確実な定着を
図り、個性を活かす教育を展開し、
「生きる力」を育む。 

地 域 
地域の特色を活かし、様々な機関・団
体などと連携し、生活体験、自然体験、
社会体験、ボランティア体験、自由な
遊びなどの場と機会を一層充実させ、
子どもたちの健全育成を図る。 

総合的な学習の時間

選 択 教 科

読 書 指 導

そ の 他

自然観察、福祉教育、環境教育

保健体育（よさこいソーラン、グラウンドゴルフ）
技術（コンピュータ操作）、家庭（編み物）
音楽（琴）、社会（異文化理解）

ブックトーク、図書充実ボランティア

凧制作

4名

17名

11名

5名



2002.7.5.（5）

議
会

定
例

会

○
平
成
十
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
七
号
）

補
正
額
　
　
七
五，

二
六
二
千
円

補
正
後
総
額

八，

〇
三
〇，

五
九
〇
千
円

○
平
成
十
三
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

・
歳
入
の
組
替
え
及
び
地
方
債
の
変

更
○
内
灘
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

・
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
改
正

○
平
成
十
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
一
号
）

補
正
額
　
　
四
三，

〇
〇
〇
千
円

補
正
後
総
額

七，

四
二
三，

〇
〇
〇
千
円

・
石
川
県
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

整
備
に
係
る
負
担
金

・
医
療
制
度
改
革
に
伴
う
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ス
テ
ム
の
修
正

・
成
人
歯
科
及
び
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
の

健
康
診
査
費
用

・
諸
江
向
粟
崎
線
流
末
排
水
路
撤
去

工
事
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

○
平
成
十
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
二
号
）

補
正
額
　
　
　
一，

三
〇
〇
千
円

補
正
後
総
額

七，

四
二
四，

三
〇
〇
千
円

・
石
川
県
消
防
操
法
大
会
出
場
に
係

る
経
費

○
平
成
十
四
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

補
正
額
　
　
三
三，

〇
〇
〇
千
円

補
正
後
総
額

一，

四
二
三，

〇
〇
〇
千
円

・
地
盤
改
良
区
間
の
増
工

・
内
灘
町
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
汚
泥
処

理
設
備
建
設
工
事
委
託
事
業
に
係

る
債
務
負
担
行
為
の
追
加

○
平
成
十
四
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

補
正
額
　
　
　
　
　
五
三
六
千
円

補
正
後
総
額

一，

八
六
七，

五
三
六
千
円

・
医
療
制
度
改
革
に
伴
う
総
合
福
祉

共
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入

○
平
成
十
四
年
度
老
人
保
健
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

補
正
額
　
　
　
六，

一
七
六
千
円

補
正
後
総
額

二，

〇
〇
六，

一
七
六
千
円

・
平
成
十
三
年
度
事
業
の
精
算
に
伴

う
補
正

○
平
成
十
四
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

補
正
額
　
　
　
七，

九
二
四
千
円

補
正
後
総
額八

四
二，

九
二
四
千
円

・
平
成
十
三
年
度
事
業
の
精
算
に
伴

う
補
正

○
平
成
十
四
年
度
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
一
号
）

・
雇
用
機
会
創
出
の
た
め
の
組
替
え

○
内
灘
町
認
可
地
縁
団
体
の
印
鑑
の

登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例
に

つ
い
て

・
認
可
地
縁
団
体
の
代
表
者
に
係
る

印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
つ
い
て

○
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

・
代
表
監
査
委
員
及
び
議
会
選
出
監

査
委
員
の
報
酬
の
引
き
上
げ

○
内
灘
町
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域

に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

・
租
税
特
別
措
置
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
う
改
正

○
内
灘
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
認
可
地
縁
団
体
に
係
る
台
帳
の
写

し
の
交
付
手
数
料
の
設
定

○
内
灘
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
公
園
内
の
禁
止
行
為
、
駐
車
場
使

用
制
限
規
定
、
保
証
金
及
び
使
用

料
規
定
の
追
加

○
内
灘
町
国
民
年
金
印
紙
購
入
基
金

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
国
民
年
金
保
険
料
の
取
り
扱
い
が

町
か
ら
国
へ
変
更
さ
れ
た
こ
と
に

伴
う
基
金
の
廃
止

○
西
荒
屋
地
区
汚
水
管
き
ょ
築
造
工

事
（
八
工
区
）

○
西
荒
屋
地
区
汚
水
管
き
ょ
築
造
工

事
（
九
工
区
）

○
向
粟
崎
・
鶴
ヶ
丘
小
学
校
教
育
用

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

○
平
成
十
三
年
度
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

○
平
成
十
三
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
に
つ
い
て

○
平
成
十
三
年
度
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書
に
つ
い
て

○
平
成
十
三
年
度
水
道
事
業
会
計
予

算
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

○
内
灘
町
土
地
開
発
公
社
の
事
業
報

告
及
び
決
算
に
つ
い
て

○
財
団
法
人
内
灘
体
育
振
興
事
業
団

の
事
業
報
告
及
び
決
算
に
つ
い
て

○
財
団
法
人
内
灘
町
公
共
施
設
等
管

理
公
社
の
事
業
報
告
及
び
決
算
に

つ
い
て

○
社
会
福
祉
法
人
内
灘
町
福
祉
会
の

事
業
報
告
及
び
決
算
に
つ
い
て

○
社
会
福
祉
法
人
内
灘
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
事
業
報
告
及
び
決
算
に

つ
い
て

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
飯
田
　
健
（
宮
坂
）（
再
任
）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

・
中
谷
　
勉
（
鶴
ヶ
丘
四
）（
再
任
）

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
上
出
　
政
治
（
大
学
二
）（
再
任
）

○
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
選
挙

・
中
務
　
義
久
（
向
陽
台
一
）（
再

任
）

・
宮
本
　
澄
江
（
室
）（
再
任
）

・
北
川
　
進
（
向
陽
台
一
）（
再
任
）

・
竹
川
　
雄
二
郎
（
鶴
ヶ
丘
四
）

（
新
任
）

第
二
回
内
灘
町
議
会
定
例
会

平
成
十
四
年

提
　
出
　
議
　
案

第
二
回
内
灘
町
議
会
定
例
会
は
六
月
十
四
日
か
ら
八
日
間
の
日
程
で
開

催
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
全
て
の
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

予
算
に
関
す
る
議
案

条
例
の
制
定
等

請
負
契
約
の
締
結

財

産

の

取

得

報

告

等

人

事

案

件
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消
防

だ
よ
り

当
日
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

石
川
県
知
事
表
彰

銀
盃
授
与
　
　
西
川
　
清
了
（
第
四
分
団
　
部
長
）

石
川
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章
　
　
　
出
島
　
喜
一
（
第
二
分
団
　
分
団
長
）

功
績
章
　
　
　
濱
田
　
知
明
（
第
一
分
団
　
副
分
団
長
）

高
田
　
秀
夫
（
第
三
分
団
　
副
分
団
長
）

勤
続
功
労
賞
　
道
村
　
元
司
（
第
二
分
団
　
班
長
）

中
村
　
雄
造
（
第
四
分
団
　
班
長
）

中
村
　
秀
行
（
第
三
分
団
　
団
員
）

河
北
郡
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

勤
続
功
労
賞
　
北
川
　
真
一
（
第
一
分
団
　
団
員
）

上
野
　
征
和
（
第
一
分
団
　
団
員
）

喜
多
　
一
彰
（
第
一
分
団
　
団
員
）

高
丸
　
栄
司
（
第
二
分
団
　
団
員
）

南
　
　
裕
一
（
第
三
分
団
　
団
員
）

中
村
　
　
睦
（
第
四
分
団
　
団
員
）

中
村
　
哲
也
（
第
四
分
団
　
団
員
）

油
木
　
敏
成
（
第
四
分
団
　
団
員
）

成績結果 河
北
郡
消
防
団
連
合
訓
練

平
成
十
四
年
度
河
北
郡
消
防
団
連
合
訓
練
が
、
六
月
十
六
日

（
日
）
石
川
県
津
幡
簡
易
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
津
幡
町
）
に
お
い
て
、

河
北
郡
内
五
町
か
ら
消
防
ポ
ン
プ
車
二
十
二
台
、
消
防
団
員
四
百

二
十
七
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
町
か
ら
は
四
台
の
ポ
ン
プ
車
八
十
九
名
の
消
防
団
員
が
参
加

し
、
訓
練
総
指
揮
官
で
あ
る
橋
本
満
内
灘
町
消
防
団
長
の
出
場
人

員
報
告
の
後
、
迅
速
と
確
実
性
を
競
う
ポ
ン
プ
車
操
法
、
規
律
・

節
度
を
審
査
す
る
小
隊
訓
練
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
市
販
さ
れ
て
い
る
天
ぷ
ら
油
は
そ

の
温
度
が
約
三
六
〇
℃
以
上
に
な
る
と
、

火
種
が
な
く
て
も
発
火
し
て
燃
え
あ
が
り

ま
す
。

天
ぷ
ら
油
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
天
ぷ
ら
を
揚
げ
て
い
る
時
は
、
そ
の

場
か
ら
決
し
て
離
れ
な
い
。

・
来
客
や
電
話
応
対
の
時
は
、
火
を
小

さ
く
す
る
の
で
は
な
く
、
必
ず
火
を

消
す
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
ま
わ
り
や
上
に
は
燃

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

以
上
の
習
慣
を
身
に
つ
け
、
万
一
に
備
え

消
火
器
等
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

緊急時の通報

火災・救急・救助は

119番
火災等情報案内 286-1999
消防署一般電話 286-3301

総
　
　
合

第
二
位
　
第
四
分
団

ポ
ン
プ
車
操
法

第
二
位
　
第
四
分
団

小
隊
訓
練

第
一
位
　
第
一
分
団

第
二
位
　
第
四
分
団

　８月３日（土）石川県
消防

学校で行われる、第50回
石川

県消防操法大会に河北郡
を代

表し当町の第四分団が出
場し

ますので、町民みなさま
の暖

かいご声援をお願いします
。 

六
月
十
一
日
（
火
）
金
沢
市
東
蚊
爪
町

の
石
川
県
消
防
学
校
に
お
い
て
、
県
内
十

二
消
防
本
部
か
ら
選
抜
さ
れ
た
救
助
隊
員

が
訓
練
を
通
し
て
、
各
種
の
災
害
に
対
応

す
る
消
防
救
助
技
術
の
向
上
と
救
助
業
務

の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
日
頃
の
人

命
救
助
訓
練
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

内
灘
町
消
防
本
部
か
ら
は
、
七
名
の
隊

員
が
、
ほ
ふ
く
救
出
、
は
し
ご
登
は
ん
、

ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
に
出
場
し
、
優
秀

な
成
績
を
お
さ
め
た
次
の
隊
員
が
、
八
月

六
日
（
火
）
に
京
都
市
で
行
わ
れ
る
第
三

十
一
回
東
近
畿
地
区
救
助
技
術
訓
練
大
会

に
出
場
し
ま
す
。

ほ
ふ
く
救
出

新
谷
　
　
健

黒
田
　
秀
人

高
木
　
能
彰

は
し
ご
登
は
ん

中
本
　
　
潤

人
命
救
助
の
技
競
う



「
ち
い
さ
な
お
う
ち
」 

●  

私
の
好
き
な
絵
本  

● 

三
年
程
前
か
ら
、「
夏
休
み
等
の

忙
し
い
時
期
に
、
本
の
整
理
や
貸
出

し
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

二
十
年
程
、
絵
本
を
含
め
た
児
童
書

を
主
に
読
ん
で
い
る
の
で
、
私
の
好

き
な
絵
本
を
一
冊
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

児
童
書
も
毎
年
、
新
書
が
多
く
出

て
い
ま
す
が
、
長
い
間
読
み
継
が
れ

て
い
る
本
が
多
く
あ
り
ま
す
。「
ち

い
さ
い
お
う
ち
」
も
そ
の
中
の
一
冊

で
す
。
こ
の
本
は
、
一
九
四
二
年
に
、

バ
ー
ジ
ニ
ア
・
リ
ー
・
バ
ー
ト
ン
に

よ
っ
て
書
か
れ
、
日
本
で
は
、
一
九

六
五
年
、
石
井
桃
子
さ
ん
の
訳
で
岩

波
書
店
か
ら
初
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
〇
年
に
は
第
四
六
版
と
、
四

十
年
近
く
読
み
継
が
れ
、
今
も
根
強

い
人
気
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
本
は
、

カ
バ
ー
表
紙
か
ら
印
象
的
で
す
。
あ

ざ
や
か
な
青
の
中
に
丸
い
白
枠
、
上

部
に
「
ち
い
さ
い
お
う
ち
」
と
書
名

が
書
か
れ
、
そ
の
下
に
丸
い
ひ
な
ぎ

く
の
花
が
描
か
れ
、
そ
の
ま
た
内
側

の
丸
枠
の
中
に
、
エ
ン
ト
ツ
の
あ
る

小
さ
な
家
、
家
の
両
側
に
は
踊
っ
て

い
る
よ
う
な
リ
ン
ゴ
の
木
、
家
の
上

に
は
ウ
イ
ン
ク
し
て
い
る
お
日
様
、

裏
表
紙
に
は
、
思
わ
ず
一
緒
に
ニ
ッ

と
笑
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
ひ
な
ぎ
く

の
花
が
大
き
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

余
白
も
た
っ
ぷ
り
と
と
ら
れ
、
ゆ
っ

た
り
し
た
気
持
ち
で
本
に
入
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ペ
ー
ジ
を
め

く
る
と
、
田
舎
の
丘
の
上
に
建
っ
て

い
る
「
ち
い
さ
い
お
う
ち
」
と
そ
の

上
を
過
ぎ
る
時
間
の
経
過
が
、
わ
か

り
易
く
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
、

美
し
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
一
日
の

経
過
は
表
情
豊
か
な
太
陽
が
顔
を
出

し
て
、
夕
方
眠
り
に
つ
く
ま
で
で
表

し
、
一
カ
月
の
経
過
は
、
月
の
満
ち

欠
け
で
表
し
、
季
節
の
移
り
変
わ
り

は
色
の
変
化
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の
流
れ
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
一
転
し
て
、

丘
が
壊
さ
れ
、
道
路
が
作
ら
れ
、
ビ

ル
が
建
ち
、
地
下
鉄
が
走
り
、「
ち

い
さ
い
お
う
ち
」
の
ま
わ
り
が
ど
ん

ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
様
子
が
描
か
れ

て
い
き
ま
す
。

先
日
、
医
科
大
の
病
棟
で
こ
の
本

を
読
ん
だ
と
こ
ろ
、
先
輩
の
男
の
方

が
、「
よ
か
っ
た
よ
。
五
十
に
な
る
と

よ
く
わ
か
る
ん
だ
よ
な
あ
。」
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
こ
の
本
を
、

一
度
、
手
に
と
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
ハ
マ
ナ
ス
」
安
田
　
孝
子

2002.7.5.（7）

図
書
館

情
報

●『
教
科
書
か
ら
消
え
た
唱
歌
・
童
謡
』横よ

こ

田た

憲
一
郎

け
ん
い
ち
ろ
う

著

「
靴
が
鳴
る
」「
背
く
ら
べ
」「
月
の
砂
漠
」「
め
だ
か
の
学
校
」「
汽
車
」

・・・
。
教
科
書
か
ら
消
え
た
唱
歌
た
ち
一
曲
一
曲
に
込
め
ら
れ
た
作
詞
・
作

曲
家
た
ち
の
情
念
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
発
掘
。
歌
い
継
ぎ
た
い
日
本
の
心
を
記

し
た
一
冊
。

◇
今
月
の
オ
ス
ス
メ
の
本●『

妻
に
は
、
言
え
な
い
・・・
。』吉

村
よ
し
む
ら

和
久

か
ず
ひ
さ

著

な
ぜ
夫
た
ち
は
、
だ
ま
っ
て
し
ま
う
の
か
。
沈
黙
の
裏
で
、
ど
ん
な
言
葉

を
の
み
こ
ん
で
い
る
の
か
。
夫
が
妻
に
「
言
え
な
い
こ
と
」「
言
わ
な
い
こ

と
」
と
は
？
三
十
代
か
ら
五
十
代
の
夫
の
心
の
内
を
ル
ポ
し
た
一
冊
。

●『
ぼ
く
は
弟
と
あ
る
い
た
』

小
林

こ
ば
や
し

豊
ゆ
た
か

作
・
絵

近
づ
く
戦
火
を
を
逃
れ
て
祖
父
の
町
へ
と
乗
っ
た
バ
ス

が
、
砂
漠
の
ま
ん
中
で
故
障
。
昔
の
遺
跡
で
野
宿
し
た
り
、
美
し
い
村
里
で

赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を
祝
っ
た
り
と
様
々
な
体
験
を
し
た
兄
弟
の
物
語
。

〔
「
金
子
み
す
ゞ
　
ほ
し
と
た
ん
ぽ
ぽ
」   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
〕 

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

40
歳
か
ら
ど
う
「
積
極
人
間

せ
っ
き
ょ
く
に
ん
げ
ん

」
に
な

る
か

和
田

わ

だ

秀ひ
で

樹き

利
家

と
し
い
え

・
利
長

と
し
な
が

・
利
常

と
し
つ
ね

見
瀬

み

せ

和か
ず

雄お

な
ん
で
や
ね
ん

辻
元

つ
じ
も
と

清き
よ

美み

「
飽あ

き
な
い
」
散さ

ん

歩ぽ

術
じ
ゅ
つ

出
井

で

い

邦く
に

子こ

お
い
し
い
！
豆と

う

腐ふ

ざ
ん
ま
い

林
は
や
し

幸さ
ち

子こ

ネ
コ
の
な
い
し
ょ
話

ば
な
し

パ
ム
　
ジ
ョ
ン
ソ
ン

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
楽た

の

し
む
事じ

典て
ん

橋
本

は
し
も
と

孝
幸

た
か
ゆ
き

く
ね
く
ね
日に

っ

記き

田た

口ぐ
ち

ラ
ン
デ
ィ

冬ふ
ゆ

の
旅
人

た
び
び
と

皆
川

み
な
が
わ

博ひ
ろ

子こ

負ま

け
犬い

ぬ

志し

水み
ず

辰た
つ

夫お

落お
ち

葉ば

神か
み

の
小ち

い

さ
な
庭に

わ

で日
野

ひ

の

啓
三

け
い
ぞ
う

中ち
ゅ
う
部ぶ

の
山
々

や
ま
や
ま

北
岡

き
た
お
か

明
彦

あ
き
ひ
こ

他

多

数

図
書
館
情
報

図
書
館
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
図
書
の
所
蔵
や

予
約
は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
も
、
図
書
館
の
蔵
書
が
検
索
で

き
ま
す
。

☎
２
８
６
―

１
９
３
０

FAX
２
８
６
―

１
９
３
１

http://w
w
w
.tow

n.uchinada.
ishikaw

a.jp/osirase/toshokan
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海
浜
美
化
清
掃

清掃区域／内灘海岸全域

（但し、天候不順により中止の場合、
順延しません。）
※尚、実施有無につきましては、当日早朝
に防災行政無線でお知らせします。

◎各地区参加者の清掃範囲◎
●向粟崎・旭ヶ丘・緑台地区 …内灘海水浴場から金沢市との境界まで

●アカシア・向陽台・千鳥台地区 ………内灘海水浴場から北側

●鶴ケ丘1丁目～5丁目地区 ……………大根布海水浴場から南側

●大清台・大学・ハマナス地区 ………大根布海水浴場から北側

●大根布地区 ………………………………………放水路から南側

●宮坂地区・白帆台地区 ………………権現森海水浴場から北側

●西荒屋地区 ……………………………西荒屋海水浴場から北側

●室・湖西地区……室地区海岸連絡道路周辺から西荒屋海水浴場まで

◎各種団体参加者の清掃範囲◎
★各種団体におかれましては、団体行動にて下記の地域の清掃
をお願いします。

●商工会青年部・婦人部・勤労者協議会

………………室地区海岸連絡道路周辺から西荒屋海水浴場まで

●ライオンズクラブ ……………………権現森海水浴場から北側

●浜茶屋組合 …………………………………各々の海水浴場付近

●内灘町子ども会連絡協議会 ………………各々の海水浴場付近

●石川県立児童生活指導センター ……大根布海水浴場から南側

権現森海水浴場 西荒屋海水浴場 

シロチドリ 
保護地区 

シロチドリ 
保護地区 

300m

100m

× × × × 

テトラ 
ポット 

有料道路 

宇
ノ
気
町
と
の
境
界 

シロチドリの生息地を清掃区域から
除きますのでご協力をお願いいたします。

○権現森海水浴場のテトラポットの切れたところ

から北へ300mまでの範囲

○室地区海岸連絡道路の北100mから宇ノ気町と

の境界までの範囲

＊町民の憩いの場でもある内

灘海岸をきれいにするため、

町民のみなさんのご協力を

得て、本年もさわやか海浜

クリーン作戦を実施しま

す。ご家族そろっての参加

をお願いします。

目　　的

＊可燃物・不燃物（空ビン・

空カン等）はゴミ袋につめ

可燃物・不燃物の立て札の

ある所に集めてください。

＊ゴミ袋は、各地区入口にて

係員がお渡しします。

清掃方法

午前7時開始

小雨決行

～美化清掃完了まで
（午前9時頃の予定）

日　時�毎月、第４日曜日（10月まで）
午前６時30分～７時30分

場　所�内灘海水浴場
主　催�クリーンビーチ内灘作戦

代表　棚田　昭　☎238－3345

みんなで参加しよう　クリーンビーチ内灘作戦
今、新しい仲間を募っております。ぜひ、あなたの力をお貸しください。

今年も美しい内灘砂丘を！

※毎月第３日曜日から第４日曜日に
日程が変更になりましたのでご注
意ください。

毎月行っています
ぜひご参加
ください！

7/20（土・祝）

➡



さあ、今月の「知っとった」で明らかになるぞ！ 

 

Hello
! 

お月さんに住んでいるのは何だと思いますか？ 

（日本中心） 
 【夕方（東空）の月】 【夜半前（南東の空）の月】 

もちをつく 
　　うさぎ 

髪の長い 
　　女性 

ここで紹介している各国の文化は絶対的なものではありません。だから、この国では必ずこうなんだ、これしかないとは思わないでくだ
さいね。一人ひとりはその文化の全体の代表ではもちろんなく、その文化の一部の代表にすぎません。他にもいろいろな習慣や考え方が
その国にはあるでしょう。そのことを忘れずにこれからも「知っとった」の異文化紹介を楽しく読んでいただきたいと願っています。 

（2002年6月13日） 

Tom: Hey Lisa! Did you know that Japan Tent is coming up? 
ト ム：やぁリーサ！もうすぐジャパン・テントがやって来ると知っとった？ 
Lisa: Really? When? 
リーサ：本当に？いつ？ 
Tom: July 30th to August 2nd. 
ト ム：７月30日から８月２日まで。 
Lisa: Japan Tent is so much fun! I can't wait! 
リーサ：ジャパン・テントがとても楽しい！待ってられないわ！ 

　大昔から月についての伝説が世界中で多く伝えられています。地震、潮、精神的な病気などの原因と思われ、恐怖的
または敬愛的なナゾに包まれたものでした。多くの国の信仰、迷信、伝説などは月と深い関係があるようです。 
　ある中国民話では、月は裁判官、陪審員、死刑執行人の役割をし、どん欲身勝手な男を罰する話があります。またア
フリカの民話では、ある国王がとてもきれいな銀玉を発見し、息子３人が喧嘩になって、イライラして空に投げてし
まい、投げた銀玉がお月さんになったそうです。 
　ハワイでは月の民話が多いですが、１番有名なのは主人からひどい暴力を受け
た女神が月に逃げた話です。本当に様々ですね。でも、僕は１番「不思議だな～」と
思うのは月に誰が住んでいるかということです。周りの人が日本ではお餅をつい
ているウサギがいると教えてくれました。（ハッ？お餅をついているウサギ？なぜ
ウサギなの？しかも、なぜお餅をついているの？あんこ、チョコレート、焼きそば
でもいいじゃない？…と僕は思ってしまう。）その人にそれはおかしいと言ったら、
「オーストラリアでは月に何が住んでいると思っているの？」と聞かれました。「も
ちろん、地球を見ている笑顔のおじさんだよ」と言ったら、笑われました。 
　オーストラリアでは「man on the moon」（直訳：月にいる男）が月に住み、いつも笑顔で地球を見ていると言われ
ます。（それは変なのかな？）また友達によると月に男の人が住んでいて、灯をつけたり消したりしていると小さい頃
聞かされていました。似ていますね。 
　韓国人に聞くと、お餅をついているウサギがいると言われるそうです。（なぜお餅なの？韓国ならキムチがいいと
思ったけど…）インドネシアの人に尋ねたら、「女の人が編み物をしている、と子どもの頃聞きました」と教えてくれ
ました。理由が不明だそうです。 
　中国では色々な説があるそうで、よく聞くのはこの２つの話です。まず一つ目は月にある桂の木にウサギがいると
いう話です。なぜ桂の木なのかよくわかりません。（昔の民話と関係あるのかな？）で、２つ目は天女が住んでいると
いう話です。夫を残して不老不死の薬を飲み月に昇ってしまった女は、そこで１人寂しく、凍えながら住んでいるそ
うです。（これはウサギの話より面白い！） 
　モンゴルでは月に犬が住んでいると言われるそうです。なぜ犬なのか、モンゴルでは犬は大変尊敬されています。
そして、子どもがうそをつくと、月に住んでいる犬が吠えるそうです。本当に様々ですね！でもなぜ日本はウサギな
の？インターネットで調べて見たら、このような説明がありました。 
　月には薄暗い模様があり、その形が、ウサギがもちをついているような形に見えるからです。この月の模様は、世界

各地でいろいろな人物や動物にたとえられています。また、同じ土地でも、月
の見える方角や時刻によって違うものにたとえられることもあります。なる
ほどね！各国の話は、どれも月のクレーターについての話かもしれないです
ね。でも次の話は注目している点が違いますよ。 
　月はかぼちゃで、神の怒りに触れて追放された男が住んでいます。その人
はかぼちゃを食べなくてはならないという罰を科せられていて、一生懸命食
べるので月が欠けていきます。でも、食べ終わると神様が月を大きくしてし
まい、また繰り返しとなります。この話は月の満ち欠けに注目し、着眼点が違
って面白いですね。遠い月の世界に思いを馳せる、何百年も前に生きたその
地方の子どもたちの姿が見えそうな気がしますね。これはローマ神話らしく
て、ヨーロッパの人がよく言われるそうです。 
　月に誰が住んでいるのかな…色々な話があるけど、やっぱり自分で行って

見ないと想像しかできないね。さっき、月に誰が住んでいるか明らかになると書いたけど、うそをついてごめんなさ
い。皆さん、月の犬が吠えているのが聞こえたのかな…。 

もっと知りたい人はこちらへ…　http://www.aichi-c.ed.jp/contents/rika/syotou/syo1/tuki/tuki.htm
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皆様からのご連絡お便り、お待ちしています。

「
声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
み
な
さ
ん
は
現
在

七
名
。
視
覚
障
害
を
持
つ
方
や
、
高
齢
の
た
め
文

字
を
読
む
こ
と
が
不
都
合
と
な
っ
て
い
る
方
に

「
広
報
う
ち
な
だ
」
を
届
け
る
べ
く
、
毎
月
広
報

テ
ー
プ
の
作
成
を
続
け
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
に
よ
っ

て
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
「
少
々
の
間
違
い
は
ご

愛
嬌
。
な
ま
り
も
は
い
っ
て
い
る
と
親
し
み
や
す

い
」
と
の
利
用
者
の
声
に
も
支
え
ら
れ
、
和
気
あ

い
あ
い
、
楽
し
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
ま

す
。「

せ
っ
か
く
作
成
し
て
い
る
広
報
テ
ー
プ
で
す

か
ら
、
も
っ
と
積
極
的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と

話
す
の
は
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
澁
谷
さ
ん
。
町
立

図
書
館
の
協
力
を
得
て
配
達
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
是
非
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
一
緒
に
広
報

テ
ー
プ
の
作
成
を
し
て
く
れ
る
仲
間
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
か
た
は
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
　
☎
２
８
６
―
６
７
１
６

の
不
自
由
な
方
に
も

「
広
報
う
ち
な
だ
」を
！

目

六
月
二
日
（
日
）
松
任
市
で
行
わ
れ
た
、
第
三
十
三
回
全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
県

予
選
大
会
に
お
い
て
、
見
事
内
灘
ク
ラ
ブ
が
優
勝
を
果
た
し
、
七
月
二
十
五
日
か
ら
東
京
体
育
館

で
の
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。（
今
回
で
三
回
目
の
出
場
に
な
り
ま
す
。）

選
手
の
み
な
さ
ん
は
以
下
の
通
り
で
す
。

国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
！

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
内
灘
ク
ラ
ブ

全

監
　
督

北
　
村
　
君
　
恵

コ
ー
チ

重
　
原
　
ち
え
み

選
　
手

前
　
崎
　
美
千
世

荒
　
木
　
祐
　
子

竹
　
田
　
幸
　
子

北
　
上
　
和
　
美

根
　
来
　
一
　
代

河
　
合
　
都
喜
美

権
　
田
　
智
　
美

川
　
野
　
る
み
子

南
　
　
　
理
　
恵

横
　
田
　
真
由
美

灰
　
谷
　
育
　
子

川
　
口
　
祥
　
子
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内
灘
町
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

☎
２
８
６
│
６
７
２
０

〒
９
２
０
│

０
２
９
２

内
灘
町
役
場
総
務
課
広
報
担
当

FAX
２
８
６
│
０
６
１
７

水
環
境
の
保
全
功
労
者
に
対
す
る

「
環
境
省
環
境
管
理
水
環
境
部
長
表
彰
」

に
石
川
県
か
ら
内
灘
中
学
校
科
学
部
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

内
灘
中
学
校
科
学
部
で
は
二
十
七
年

間
に
わ
た
り
河
北
潟
の
水
質
調
査
を
続

け
て
い
ま
す
。
そ
の
調
査
結
果
に
つ
い

て
は
、
河
北
潟
水
質
連
絡
協
議
会
に
提

供
し
、
同
協
議
会
が
発
行
す
る
河
北
潟

ニ
ュ
ー
ス
を
通
じ
て
地
域
住
民
に
紹
介

さ
れ
る
な
ど
、
河
北
潟
の
環
境
保
全
の

普
及
・
啓
発
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
貴
重
な
研
究
を
続
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

灘
中
学
校
科
学
部
が

環
境
省
環
境
部
長
表
彰
を
受
賞
!!

内

「
う
ち
な
だ
の
里
」
研
修
を
終
え
て
！
　
―
不
用
布
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
利
用
―

内
灘
町
連
合
婦
人
会
は
五
月
二
十
九
日
（
水
）、
社
会

福
祉
法
人
「
う
ち
な
だ
の
里
」
に
お
い
て
体
験
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
不
用
布
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
実
際
に

自
分
た
ち
で
ウ
エ
ス
（
油
ふ
き
と
り
布
）
作
り
を
体
験

し
た
り
し
ま
し
た
。

先
ず
、
参
加
者
は
不
用
布
で
も
綿
の
割
合
が
五
十
％

以
上
の
も
の
、
ま
た
、
白
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
男
性
用
肌
着

が
ウ
エ
ス
に
最
適
で
あ
り
、
し
か
も
高
額
で
売
れ
る
こ

と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、
繊
維
の
種
類
、
色
等
で
分
類
し
た
後
、
ボ

タ
ン
・
フ
ァ
ス
ナ
ー
・
ゴ
ム
を
取
り
外
し
、
使
い
易
い

大
き
さ
に
裁
断
し
て
ウ
エ
ス
に
仕
上
げ
る
お
手
伝
い
を

し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
作
業
所
で
は
、
ウ
エ
ス
作
り
の
収
益
を
得
る

こ
と
の
他
、
重
要
な
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
と
し
て
、
利
用

者
へ
還
元
で
き
る
事
業
で
あ
り
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
考

え
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
思
っ
た
よ
り
不
用
布
が
収
集
で
き
な
い
こ
と
が

悩
み
の
種
だ
と
か
・・・

連
合
婦
人
会
で
は
、
年
間
目
標
と
し
て
環
境
問
題
に
取
り

組
み
、
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
に

協
力
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
今

回
の
体
験
研
修
が
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
各
地
域
で
「
不
用
布
回
収
」
が
始
ま
り
ま
す
。

今
後
は
体
験
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
不
用
布
回

収
で
は
効
率
の
良
い
収
集
を
心
が
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ど
う
か
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

験
研
修
を
行
い
各
地
域
で

「
不
用
布
の
回
収
」を
始
め
ま
す
。

体

戸
水
　
邦
郎
さ
ん

（
向
粟
崎
四
丁
目
）

石
川
　
重
美
さ
ん

（
鶴
ヶ
丘
一
丁
目
）

こ
の
お
二
人
は
永
年
に
わ
た
り
地
域

住
民
の
相
談
役
で
あ
る
、
民
生
・
児
童

委
員
（
退
任
）
と
し
て
福
祉
の
向
上
に

活
躍
さ
れ
、
こ
の
功
績
に
対
し
、
こ
の

度
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

生
労
働
大
臣

特
別
表
彰
受
賞

厚
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役 場 代 表 286－1111

町　民　部
町民生活課 286－6701
環境対策室 286－6701
保健センター 286－6101
保険年金課 286－6702
介護保険室 286－6703

産業建設部
産業経済課 286－6708
建　設　課 286－6710
都市計画課 286－6712
北部開発対策室 286－6713

教育委員会
生涯学習課 286－6716
学校教育課 286－6717

総　務　部
総　務　課 286－6720
人事秘書室 286－6721
企画調整課 286－6723
税　務　課 286－6706

企　業　局
水　道　課 286－1115
下水道課 286－6718

出　納　室 286－6707
議会事務局 286－6715
消 防 本 部 286－3301
図　書　館 286－1930
文 化 会 館 286－1123
働く婦人の家 237－6440
屋内温水プール 286－1800
（財）公共施設等管理公社

286－1800
社会福祉協議会

286－6950

お問い合わせは
こちらまで

内
灘
町
嘱
託
職
員
募
集

職
種
及
び
採
用
人
員
▼

保
健
師
又
は
看
護
師
　
１
名

応
募
資
格
▼
内
灘
町
及
び
内
灘
町
近
郊
に
居
住

す
る
45
歳
ま
で
の
健
康
な
方
。

勤
務
条
件
等
▼

①
賃
金
月
額
　
１
７
５，

１
０
０
円

②
勤
務
日
　
原
則
、
月
〜
金
曜
日

③
そ
の
他
　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇

用
保
険
有
。
そ
の
他
、
町
規

定
に
よ
る
。

採
用
予
定
日
▼
平
成
14
年
８
月
１
日

応
募
要
領
▼
人
事
秘
書
室
で
交
付
す
る
願
書
に

履
歴
書
を
添
え
て
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

応
募
期
限
▼
平
成
14
年
７
月
22
日
（月）

面
接
試
験
▼
日
時
、
場
所
は
本
人
に
後
日
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

人
事
秘
書
室

働

く

婦

人

の

家

『
料
理
教
室
の
ご
案
内
』

講
　
師
▼
加
藤
重
和

（
青
木
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
講
師
）

テ
ー
マ
▼『
夏
に
食
べ
易
い
麺
料
理
で
食
欲
増
進
』

１．

和
風
ザ
ル
ラ
ー
メ
ン

２．

豆
腐
の
冷
や
し
小
鉢

３．

茄
子
の
海
老
味
噌
田
楽

４．

ト
マ
ト
の
梅
酒
ゼ
リ
ー

日
　
時
▼
７
月
19
日
（金）

午
前
10
時
半
〜
午
後
１
時

※
男
女
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

多
数
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

場
　
所
▼
働
く
婦
人
の
家

受
講
料
▼
１
人
１
回
１，

５
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物
▼
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
・
フ
キ
ン

定
　
員
▼
15
名

締
切
日
▼
７
月
15
日
（月）

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
締
切
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼
働
く
婦
人
の
家

（
月
〜
金
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
▼

一
般
事
務
職
　
３
名

保
　
健
　
職
　
１
名

消
　
防
　
職
　
１
名

受
験
資
格
等
▼

学
歴
・
年
齢
要
件

◎
大
学
卒
業
（
見
込
）
の
者
は
昭
和
53
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

◎
短
大
卒
業
（
見
込
）
の
者
は
昭
和
55
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

◎
高
校
卒
業
（
見
込
）
の
者
は
昭
和
57
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

受
付
期
限
▼
８
月
９
日
（金）

試
験
期
日
及
び
方
法
▼

①
一
次
試
験
（
一
般
教
養
、
作
文
）

９
月
22
日
（日）

石
川
県
人
事
委
員
会
へ
委
託
し
ま
す
。

②
二
次
試
験
（
面
接
、
体
力
測
定
）

10
月
予
定

一
次
試
験
合
格
者
に
対
し
、
当
町
に
て

実
施
し
ま
す
。

採
用
時
期
▼

平
成
15
年
４
月
１
日
予
定

応
募
手
続
▼

内
灘
町
総
務
部
人
事
秘
書
室
で
交
付
す
る

採
用
試
験
申
込
書
に
卒
業
（
見
込
）
証
明

書
、
成
績
証
明
書
（
保
健
職
の
場
合
は
、

保
健
師
資
格
取
得
（
取
得
見
込
）
証
明
書
）

を
添
え
て
受
付
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
郵
送
不
可
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

人
事
秘
書
室

内

灘

町

職

員

の

募

集
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水
道
管
の
漏
水
調
査
に
ご
協
力
を

内
灘
町
企
業
局
水
道
課
で
は
、
見
え
な
い
漏

水
を
発
見
す
る
た
め
道
路
や
宅
地
内
（
メ
ー
タ

ー
付
近
）
の
漏
水
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
の
方
法
▼

１．

お
客
様
の
敷
地
内
に
立
ち
入
り
、
水
道
メ

ー
タ
ー
器
で
音
聴
に
よ
り
漏
水
の
有
無
を
調

べ
ま
す
。
調
査
の
時
間
は
２
〜
３
分
間
で
騒

音
の
多
い
地
区
で
は
夜
間
に
調
査
を
行
い
ま

す
。
そ
の
場
合
は
日
中
事
前
に
ご
案
内
し
ま

す
。

２．

調
査
は
、
公
道
及
び
宅
地
内
の
メ
ー
タ
ー

器
ま
で
で
、
屋
内
配
管
ま
で
調
査
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

３．

調
査
員
は
、
特
殊
な
漏
水
調
査
機
器
（
音

聴
棒
、
漏
水
探
知
機
な
ど
）
を
用
い
調
査
を

行
い
ま
す
。

４．

調
査
員
は
、
内
灘
町
が
委
託
し
た
業
者
で

「
漏
水
調
査
中
」
と
記
載
し
た
腕
章
を
着
け

て
い
ま
す
。

調
査
時
期
▼
７
月
22
日
（月）
〜
８
月
21
日
（水）

調
査
地
区
▼
ア
カ
シ
ア
、
旭
ヶ
丘
、
向
粟
崎
５

丁
目
、
向
陽
台
、
千
鳥
台
１
・
２
丁
目
の
一

部
、
千
鳥
台
３
丁
目
、
鶴
ヶ
丘
４
丁
目
神
社

通
り
よ
り
南
側
、
大
根
布
、
大
学
２
丁
目
、

大
清
台
、
ハ
マ
ナ
ス
、
湖
西

以
上
の
よ
う
に
、
漏
水
調
査
を
実
施
し
ま
す

の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

※
な
お
、
ご
不
審
だ
と
思
わ
れ
た
場
合
は
内
灘
町

企
業
局
水
道
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成14年度入札契約一覧（100万円以上） （単位：円）

内灘町では、公正な入札・契約を推進するため、入札予定価格の事前公表を、今年度から試行しています。

試行の対象は、予定価格500万円以上の建設工事です。

（予定価格試行対象工事）

1 5月27日 残土搬出工事 浅田建設㈱ 2,373,000
2 5月27日 内灘町生涯学習ガイド「学びの風」印刷発行業務 能登印刷㈱ 1,995,000
3 5月27日 パーソナルコンピュータ購入業務 三谷産業㈱ 3,654,000
4 6月10日 市街化調整区域における容積率制限等基準策定調査委託業務 ㈱国土開発センター 1,260,000
5 6月11日 向粟崎・鶴ヶ丘小学校教育用コンピュータ ㈱石川コンピュータ･センター 41,349,000

番号 入札月日 入　　　　札　　　　名 落 札 業 者 契約金額（税込み）

6 6月10日 西荒屋地区汚水菅きょ築造工事（7工区） ㈱梅田建設 32,550,000 33,064,500
7 6月10日 西荒屋地区汚水菅きょ築造工事（8工区） ㈱治山社 77,175,000 79,584,750
8 6月10日 西荒屋地区汚水菅きょ築造工事（9工区） 鉄建建設㈱ 50,400,000 52,145,100

番号 入札月日 入　　　　札　　　　名 落 札 業 者 契約金額（税込み） 予定価格（税込み）

施
設
の
概
要
▼

①
立
地
場
所

内
灘
町
字
大
学
１
丁
目
４
番
１

大
学
第
３
公
園
内

②
施
設
の
構
造
、
規
模

構
造
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平
屋
建

規
模
　
床
面
積
72
㎡
（
８
ｍ
×
９
ｍ
）

③
施
設
周
辺
の
概
況

平
成
13
年
９
月
開
通
の
内
灘
大
橋
（
サ

ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
内
灘
）
の
左
岸
に

位
置
し
、
雄
大
な
大
橋
（
夜
は
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
）
や
日
本
海
、
河
北
潟
等
を
含

め
た
周
辺
の
眺
望
を
充
分
満
喫
で
き
る

環
境
。
大
橋
の
通
過
車
両
は
両
車
線
で

約
９，
０
０
０
台
／
日
前
後
。
ま
た
、

公
園
内
に
は
約
50
台
収
容
の
駐
車
場
。

応
募
者
の
条
件
▼
業
務
内
容
に
精
通
し
た

個
人
ま
た
は
法
人
。

施
設
の
管
理
条
件
等
▼

①
業
務
内
容

公
園
利
用
者
の
た
め
に
飲
物
や
軽
食
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
菓
子
類
や
内
灘

町
の
特
産
品
（
み
や
げ
物
を
含
む
。）

の
物
品
販
売
。

②
提
供
価
格

軽
飲
食
品
は
高
価
な
も
の
は
避
け
、
公

園
利
用
者
が
利
用
し
や
す
い
価
格
と
す

る
こ
と
。

③
営
業
時
間
及
び
営
業
休
日

・
営
業
時
間
は
概
ね
午
前
９
時
か
ら
午
後

９
時
ま
で
の
範
囲
内

・
営
業
休
日
は
月
２
回
程
度
。

経
費
の
負
担
▼

施
設
管
理
の
た
め
通
常
必
要
と
す
る
経

費
（
光
熱
水
費
等
）
の
他
、
施
設
の
使

用
に
つ
き
必
要
と
す
る
経
費
（
内
装
工

事
、
厨
房
設
備
、
備
品
調
達
等
の
費
用
）

は
管
理
者
の
負
担
と
す
る
。
ま
た
、
管

理
期
間
が
終
了
し
た
と
き
は
、
自
己
の

費
用
及
び
責
任
に
お
い
て
施
設
を
原
状

に
復
旧
す
る
こ
と
。

施
設
の
使
用
料
等
▼

①
使
用
料
　
月
額
20
万
円

②
保
証
金
　
150
万
円

保
証
金
は
、
管
理
期
間
が
終
了
し
た
場

合
に
返
還
す
る
も
の
と
す
る
。た
だ
し
、

管
理
者
が
負
担
す
べ
き
債
務
を
履
行
し

な
い
場
合
は
、
保
証
金
を
処
分
し
て
当

該
債
務
に
充
て
る
も
の
と
す
る
。

応
募
方
法
及
び
応
募
期
日
▼

役
場
産
業
建
設
部
都
市
計
画
課
に
あ
る

指
定
の
申
込
用
紙
で
平
成
14
年
７
月
19

日
（金）
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

☎
２
８
６
―
１
１
１
１
（代）

☎
２
８
６
―
６
７
１
２
（直）

大
学
第
３
公
園
の
軽
飲
食
兼
売
店
経
営
管
理
者
募
集
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「
展
望
温
泉

ほ
の
ぼ
の
湯
」

利
用
証
の
書
換
え
を
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
で
行
っ
て
い
ま
す

今
年
７
月
１
日
よ
り
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ほ
の

ぼ
の
湯
」
の
入
館
料
が

変
わ
り
ま
し
た
。
内
灘

町
在
住
の
60
歳
以
上
の

方
を
使
用
料
の
減
免
対

象
者
と
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
減
免
対
象
者
を

65
歳
以
上
に
引
き
上
げ

に
な
り
ま
し
た
。

減
免
対
象
に
な
る
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
で
書
換

え
を
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
現
在
お
持
ち
に

な
っ
て
い
る
旧
利
用
証

を
持
参
の
う
え
、
入
館

窓
口
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
食
堂
部
門

味
処
「
な
だ
亭
」
と
し
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

町
で
は
、
ほ
の
ぼ
の
温
泉
の
開
湯
満
10
年
を

期
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
食
堂
部
門
の
一
新
を
図

り
、
利
用
さ
れ
る
方
々
に
今
ま
で
以
上
に
ご
期

待
に
応
え
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

（
河
北
保
護
区
保
護
司
会
）

７
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
の
１
カ
月
間
「
社

明
運
動
」
と
し
て
、
全
国
各
地
で
各
種
の
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
に

努
め
、
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で

す
。今

回
の
運
動
の
重
点
目
標
は
、「
犯
罪
や
非

行
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
罪
を
犯
し
た
人
や

非
行
に
陥
っ
た
少
年
の
更
生
を
支
え
、
ふ
れ
あ

い
の
あ
る
明
る
い
地
域
作
り
に
参
画
す
る
」
で

す
。
町
民
の
皆
様
に
も
、
こ
の
主
旨
を
理
解
し
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
親
子
ふ
れ
あ
い
旅
行
」

す
み
れ
会
（
内
灘
町
母
子
会
）

福
井
県
勝
山
市
の
恐
竜
博
物
館
へ
日
帰
り
旅

行
を
企
画
し
ま
し
た
。
子
ど
も
と
一
緒
に
夏
休

み
の
思
い
出
の
一
つ
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
参

加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
　
時
▼
８
月
４
日
（日）

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

対
象
者
▼
内
灘
町
に
お
住
ま
い
の
母
子
家
庭

参
加
費
▼
１
家
族
１，

５
０
０
円
（
昼
食
付
）

定
　
員
▼
25
名

締
め
切
り
▼
７
月
26
日
（金）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会

総
合
公
園（
屋
内
温
水
プ
ー
ル
）送
迎
バ
ス
運
休
に
つ
い
て

７
月
27
日
（土）
は
、
送
迎
バ
ス
は
運
休
に
な

り
ま
す
。

な
お
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
は
平
常
通
り
営

業
し
て
お
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

屋
内
温
水
プ
ー
ル
は
７
月
21
日
（日）
か
ら
８

月
31
日
（土）
ま
で
の
間
、
平
水
期
間
と
な
り
ま

す
の
で
、
開
館
時
間
を
変
更
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
小
中
学
校
の
夏
休
み
に
伴
い
、
送

迎
バ
ス
も
増
便
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

平水期間（7月21日～8月31日）の
屋内温水プール開館時間案内･休館日

平　　日　午前10時から午後９時
日・祝日　午前10時から午後７時

休館日　第1火曜日

発　着　場　所 1  便 2  便 3 便 帰 り 
総合公園 （ 温水プール ） 発 12： 55 15： 15 17： 50 
大 根 布 ５ 丁 目 10： 00 13： 00 15： 20 17： 55
内灘町農協向 い （ クリーニング前 ） 10： 01 13： 01 15： 21 17： 56
内 灘 総合グラウンド前 10： 02 13： 02 15： 22 17： 58
向粟崎５丁 目 （ クリーニング前 ） 10： 04 13： 04 15： 23 18： 03
アカシア （ 旧出光跡地向い ） 10： 06 13： 05 15： 25 18： 05
サ　ン　タ　ウ　ン　前　 10： 08 13： 07 15： 27 18： 06 
旭ケ丘北國銀行内灘支店向い 10： 09 13： 09 15： 29 18： 07
緑 台 ２ 丁 目 バ ス 停 10： 10 13： 10 15： 30 18： 09
緑 台 保 育 園 向 い 10： 12 13： 12 15： 32 18： 11
千 鳥 台  （ つ ち だ 商 店 前  ） 10： 15 13： 15 15： 35 18： 14
向 陽 台働く婦人の家前 10： 17 13： 17 15： 37 18： 17
鶴ケ丘４丁目 （ 宮下鍼灸院前 ） 10： 19 13： 19 15： 39 18： 19
鶴ケ丘５丁目 （ バザール前 ） 10： 21 13： 21 15： 41 18： 21
大　根　布　６　丁　 目 10： 22 13： 22 15： 42 18： 22
文 　 化 　 会 　 館 　  前 10： 24 13： 24 15： 44 18： 23
医 科 大 学 前 バ ス  停 10： 25 13： 25 15： 45 18： 25
総合公園 （ 温水プール ） 着 10： 31 13： 31 15： 51
総合公園 （ 温水プール ） 発 13： 35 16： 00 17： 15
室　　　バ　　　ス　　　 停 10： 50 13： 45 16： 08 17： 30
西 荒 屋 下 出 バ ス  停 10： 51 13： 46 16： 09 17： 32
西 荒 屋 上 出 バ ス  停 10： 52 13： 47 16： 10 17： 33
西 荒 屋 小 学 校 向  い 10： 53 13： 49 16： 12 17： 34
黒　津　船　バ　ス　 停 10： 55 13： 51 16： 14 17： 36
宮 　 坂 　 バ 　 ス 　  停 10： 56 13： 52 16： 15 17： 37
総合公園 （ 温水プール ） 着 11： 00 14： 00 16： 21 17： 45

夏休み期間送迎バス時刻表（8月1日～31日）

小・中学校等の夏休みに伴い、屋内温水プール送迎バス時

刻を次のとおり変更します。

運行日：月曜日～土曜日 運休日：日曜・祝日、第1火曜日

改　　正現　　行

区　分
65歳以上
〜

70歳未満

60歳以上
〜

65歳未満

･この改正により65
歳未満の方は、一般
対象者となり入館料
370円になります。

平成14年7月1日施行

入館料 100円100円

７月17日より

第52回

※70歳以上の方は従来通り入館料免除となります。
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河
北
郡
Ｒ
Ｄ
Ｆ
製
造
施
設

―
ネ
ー
ミ
ン
グ
募
集
中
―

各
家
庭
な
ど

か
ら
出
る
燃
え

る
ご
み
は
、
河

北
郡
の
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で

焼
却
処
分
し
て

い
ま
す
が
、
来

年
４
月
か
ら
は

Ｒ
Ｄ
Ｆ
（
固
形

燃
料
）
化
さ
れ

発
電
等
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
そ
の
製
造
施
設
の
建
設
工
事
が
津
幡
町

内
で
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
郡
広
域
事
務
組
合

で
は
次
の
と
お
り
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ご
み
を
有
効
活
用
し
、
環
境
に

や
さ
し
い
資
源
循
環
型
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
多

数
の
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
方
法
▼

郡
内
在
住
の
方
で
１
人
１
点
と
し
、
①
ネ
ー

ミ
ン
グ
、
②
住
所
、
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

④
性
別
、
⑤
年
齢
、
⑥
児
童
、
生
徒
の
場
合

は
学
校
名
と
学
年
、
⑦
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
理
由

を
明
記
し
て
ハ
ガ
キ
に
て
組
合
へ
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

応
募
期
限
▼
７
月
31
日
（
当
日
消
印
有
効
）

ほ
う
賞
▼

採
用
作
品
　
１
点
　
３
万
円
相
当

佳
作
作
品
　
４
点
　
１
万
円
相
当

発
表
及
び
表
彰
▼

新
聞
紙
上
に
て
発
表

採
用
作
品
は
組
合
に
て
表
彰

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

〒
９
２
９
―
０
３
１
９

河
北
郡
津
幡
町
字
能
瀬
ナ
73
―
３

河
北
郡
広
域
事
務
組
合
　
庶
務
課

☎
２
８
８
―
４
５
４
５

ご
み
先
進
地
視
察
研
修

参

加

者

募

集

内
灘
町
で
は
、
ご
み
減
量
化
を
町
民
ぐ
る
み

で
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ご
み
の
減
量
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
他
の
自
治
体
の
実
態
に
触

れ
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
ご
み
先
進
地
視
察
研

修
」
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
日
頃
か
ら

ご
み
問
題
や
環
境
問
題
に
関
心
の
あ
る
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
ま
す
。
な
お
、
申
込
者
多
数
の

場
合
は
、
居
住
地
区
な
ど
を
考
慮
し
、
環
境
対

策
室
で
選
考
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。

日
時
▼
９
月
18
日
（水）
・
19
日
（木）

１
泊
２
日

研
修
先
▼

富
山
県
南
砺
波
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、

氷
見
市

研
修
内
容
▼
分
別
収
集
の
実
際
、
Ｒ
Ｄ
Ｆ
化
施

設
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

募
集
人
員
▼
８
名
程
度

応
募
方
法
▼
環
境
対
策
室
で
交
付
す
る
参
加
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
左
記
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限
▼
７
月
23
日
（火）
ま
で

応
募
先
▼
環
境
対
策
室

警

察

本

部

・

警

察

署

被
害
者
相
談
室
の
開
設
に
つ
い
て

各
種
犯
罪
被
害
等
の
相
談
、
要
望
等
を

受
け
付
け
ま
す
。

◎
犯
罪
被
害
で
お
悩
み
の
方

◎
犯
罪
被
害
の
届
出
を
迷
っ
て
い
る
方

開
設
日
時
▼
７
月
28
日
（日）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

開
設
場
所
▼
県
内
各
警
察
署

警
察
本
部
被
害
者
対
策
室

65
歳
か
ら
医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

内
灘
町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
１
日

生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か
ら
か
か
っ
た
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
該
当
者
▼
昭
和
12
年
８
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方

注：

老
人
保
健
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
方

（
70
歳
以
上
の
方
及
び
65
歳
以
上
の
障
害

認
定
を
受
け
た
方
）
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
受
付
開
始
日
▼
７
月
18
日
（木）

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
▼
印
鑑
、
健
康
保
険

証
、
銀
行
預
金
通
帳
（
受
給
者
本
人
の
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険（
社
会
保

険
・
共
済
等
）
に
加
入
の
方
も
申
請
で
き
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
制
度
が

変

わ

り

ま

す

（
平
成
14
年
８
月
実
施
）

現
在
受
給
者
の
収
入
に
応
じ
て
、
手
当
額
が

２
段
階
（
全
部
支
給
が
月
額
４
万
２，

３
７
０

円
、
一
部
支
給
が
月
額
２
万
８，

３
５
０
円
）

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
全
部
支
給
及
び

一
部
支
給
の
所
得
の
範
囲
が
変
わ
り
、
一
部
支

給
の
手
当
て
額
に
つ
い
て
は
、
所
得
に
応
じ
て

き
め
細
か
く
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
本
人
（
２
人
世
帯
）
の
場
合
〉

●
全
部
支
給

４
２，

３
７
０
円
（
月
額
）

●
一
部
支
給

就
労
等
に
よ
る
年
間
収
入
額
の
増
加
に
応

じ
て
、
手
当
額
を
加
え
た
総
収
入
額
が
な
だ

ら
か
に
増
加
す
る
よ
う
、
手
当
額
を

４
２，

３
６
０
円
（
月
額
）
か
ら

１
０，

０
０
０
円
（
月
額
）
ま
で

き
め
細
か
く
設
定
。

平
成
14
年
度
か
ら
現
況
届
の
受
付
期
間
が
８

月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
に
変
更
さ
れ
ま

す
。（
昨
年
ま
で
は
８
月
11
日
か
ら
９
月
10
日
）

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
生
活
課

◎
母
子
家
庭
に
対
し
て
支
給
さ
れ
て
い
る

児
童
扶
養
手
当
制
度
が
本
年
８
月
か
ら

改
正
に
な
り
ま
す
。

◎
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
の
受
付
期
間

も
変
わ
り
ま
す
。
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国
民
健
康
保
険
税
（
医
療
分
・
介
護
分
）

の
２
割
減
額
申
請
に
つ
い
て

平
成
14
年
度
国
民
健
康
保
険
税
額
は
、
世
帯
の
中
で

加
入
し
て
い
る
方
（
被
保
険
者
）
の
所
得
（
所
得
割

額
）・
固
定
資
産
税
額
（
資
産
割
額
）・
人
数
（
均
等
割

額
）・
世
帯
（
平
等
割
額
）
に
よ
っ
て
計
算
し
ま
す
が
、

前
年
中
の
所
得
額
に
よ
っ
て
保
険
税
を
減
額
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
世
帯
▼
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
（
世
帯
主

も
含
む
）
の
平
成
13
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
次
の

基
準
以
下
で
あ
り
、
平
成
14
年
中
の
所
得
の
状
況
が

著
し
く
改
善
す
る
見
込
み
が
な
い
と
き
は
、
申
請
に

よ
り
保
険
税
（
医
療
分
・
介
護
分
）
の
応
益
割
額

（
均
等
割
額
と
平
等
割
額
）の
２
割
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
基
準
の
対
象
と
な
る
所
得

・
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
控
除
し
た
後
の
金
額

・
給
与
収
入
の
場
合
は
、
給
与
所
得
控
除
後
の
金
額

・
公
的
年
金
収
入
の
場
合
は
、
公
的
年
金
控
除
後
の
金

額（
65
歳
以
上
の
方
は
さ
ら
に
15
万
円
を
引
い
た
額
）

申
請
期
限
▼「
２
割
軽
減
」
を
受
け
る
た
め
に
は
、
平
成

14
年
７
月
31
日
ま
で
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
税
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
日
（
内
灘
町

に
転
入
し
て
き
た
日
や
職
場
の
健
康
保
険
が
き
れ
た

日
な
ど
）
が
８
月
１
日
以
降
の
場
合
は
、
そ
の
日
の

翌
月
の
末
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
13
年
中
の
所
得
金
額
に
よ
り
、
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
世
帯
に
は
、
国
民
健
康
保
険
税
（
本
算
定
）

の
納
付
書
に
同
封
し
て
あ
り
ま
す
。

平
成
14
年
度

基
　
　
　
準

33
万
円
＋（
35
万
円
×
被
保
険
者
数
）

第１期 第４期

介護保険からのお知らせ　７月は介護保険料の納期です

○普通徴収（口座振替・納付書による金融機関への納付）
平成13年度中に65歳に到達し、第１号被保険者の資格を取得された方は、平成14年9月までは年金からの天引
き（特別徴収）ができませんので、平成14年度第１期（７月）・第２期（９月）については、引き続き普通徴収
による納付となります。
平成14年度中に65歳に到達される方については、平成15年９月までは普通徴収となります。

○特別徴収（年金からの天引き）
現在、年金から天引きされている方については、平成14年４月・６月・８月の年金支給時には、平成14年２月
に天引きされた金額と同額が仮徴収されます。
10月以降の天引き額については、平成14年度課税所得状況（平成13年中の所得）により、保険料区分・保険
料額が決定し、７月10日以降に通知書を送付します。

所得に応じた保険料の額

（普通徴収の納期）

普通徴収（年金から天引きとならない方）の平成14年度第1期分の納期限は、7月31日（水）
です。7月10日以降に納付書を送付しますので、納め忘れのないようにお願いします。

◎介護保険に関するお問い合わせは　介護保険室　☎286－6703（直通）

第５期第３期

７月10日～
７月31日

９月１日～
９月30日

11月１日～
12月２日

１月１日～
１月31日

３月１日～
３月31日

平成14年度の介護保険料

※平成13年度をもって保険料の軽減措置が終了し、平成14年度から本来の保険料を納めていただくことになり

ますので、ご注意ください。

第２期

軽減される方 

保険料区分 

区分説明 

第１段階 第２段階 第３段階 第４段階 第５段階 

基準額×0.5

平成14年度 16,800円 25,200円 33,600円 42,000円 50,400円 

基準額×0.75 基準額 基準額×1.25 基準額×1.5

生活保護の受給者、 
老齢福祉年金受給者 
（住民税世帯非課税） 

世帯全員が　 
住民税非課税 

本人が　　　 
住民税非課税 

本人が住民税課税で 
合計所得金額が250 
万円未満　　　　　 

本人が住民税課税で 
合計所得金額が250 
万円以上　　　　　 

 

基準額を支払う方 割増の保険料を支払う方 

（年額保険料） ※内灘町の基準額は、月額2,800円です。 
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予
防
接
種
法
の
一
部

改
正
に
よ
り「
風
し
ん
」

の
予
防
接
種
の
対
象
年

齢
が
次
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
し
た
。

対
象
者
▼

①
生
後
満
12
か
月
〜
満
７
歳
６
か
月
未
満
児
。

（
従
来
ど
お
り
で
す
。）

�
町
が
契
約
し
て
い
る
医
療
機
関
で
接
種
で

き
ま
す
。
接
種
に
は
す
で
に
お
渡
し
し
て

あ
る
接
種
券
・
予
診
票
が
必
要
で
す
。

②
昭
和
54
年
４
月
２
日
生
〜
昭
和
62
年
10
月
１

日
生
の
方

（
た
だ
し
、
過
去
に
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ

と
が
明
ら
か

●

●

●

な
方
や
風
し
ん
の
予
防
接
種
を

受
け
た
方
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
お
た
ふ
く

か
ぜ
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
）
を
受
け
た

方
は
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

※
②
の
方
は
平
成
15
年
９
月
30
日
ま
で
が
接
種

期
限
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�
町
が
契
約
し
て
い
る
医
療
機
関
で
接
種
で

き
ま
す
。（
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。）

接
種
す
る
場
合
、
町
が
発
行
し
て
い
る
風

し
ん
予
防
接
種
の
接
種
券
・
予
診
票
が
必

要
で
す
。（
接
種
券
等
を
持
参
し
な
い
場

合
は
接
種
費
用
が
か
か
り
ま
す
。）

※
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
接
種
券
・
予
診
票
を

発
行
し
ま
す
。
希
望
の
方
は
、
保
健
セ
ン
タ

ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

学
童
期
に
接
種
対
象
と
な
る
予
防
接
種
に
は

次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

☆
日
本
脳
炎
２
期
（
１
回
接
種
）

小
学
４
年
生
時
に
案
内
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
年
齢：

満
９
歳
〜
満
13
歳
未
満
】

☆
日
本
脳
炎
３
期
（
１
回
接
種
）

中
学
３
年
生
時
に
案
内
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
年
齢：

満
14
歳
〜
満
16
歳
未
満
】

☆
Ｄ
Ｔ
２
種
混
合
２
期
（
１
回
接
種
）

小
学
６
年
生
時
に
案
内
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
年
齢：
満
11
歳
〜
満
13
歳
未
満
】

幼
児
期
に
受
け
る
予
防
接
種
は
多
く
の
幼
児

が
受
け
て
い
ま
す
が
、
学
童
期
に
受
け
る
予
防

接
種
は
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

保
護
者
の
方
は
今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
人
は
、
案
内
時
に
お

渡
し
し
て
あ
る
【
接
種
券
】
と
【
予
診
票
】
を

持
参
の
上
、
町
が
契
約
し
て
い
る
医
療
機
関
で

お
受
け
く
だ
さ
い
。（
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）
接
種
券
等
が
紛
失
し

た
場
合
は
再
発
行
い
た
し
ま
す
。

※
対
象
年
齢
を
過
ぎ
て
か
ら
の
接
種
は
有
料
と

な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
内
灘
町
保
健
セ
ン
タ
ー

風
し
ん
の
予
防
接
種
　
〜
対
象
年
齢
が
変
わ
り
ま
し
た
〜

さ
れ
て
い
な
い

方
も
、
ぜ
ひ

「
ト
ト
ロ
の
家
」

に
い
ら
し
て
く

だ
さ
い
。

高
齢
者
も
、

子
ど
も
さ
ん
も

障
害
を
持
つ
方

も
、
み
ん
な
が
ゆ
っ
た
り
と
す
ご
せ
る
場
所

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご
支
援
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

鶴
ヶ
丘
４
丁
目
82
番
地

「
ト
ト
ロ
の
家
」
ま
で

☎
２
８
６
―
５
３
７
３

介
護
予
防
の
た
め
の
生
き
が
い

サ
ロ
ン

毎
週
月
・
木
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

利
用
料
５
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

※
送
迎
の
方
は
１
０
０
円
追
加
に
な
り

ま
す
。

土
曜
日
、
学
校
が
休
み
の
子
ど
も

さ
ん
た
ち
、
い
っ
し
ょ
に
勉
強
し

た
り
遊
ん
だ
り
し
ま
し
ょ
う
。

午
後
１
時
〜
４
時

利
用
料
１
０
０
円
（
お
や
つ
代
な
ど
）

夏
の
暑
さ
も
本
番
で
す
ね
。
ト
ト
ロ
の
家

で
も
、
す
こ
し
改
修
す
る
な
ど
、
涼
を
呼
ぶ

た
め
の
工
夫
を
始
め
ま
し
た
。

ジ
ト
ジ
ト
雨
や
暑
さ
も
な
ん
の
そ
の
、
お

い
し
い
大
福
や
そ
ば
よ
う
か
ん
、
フ
ル
ー
ツ

ゼ
リ
ー
を
手
作
り
し
て
み
ん
な
で
い
た
だ
い

た
り
、
き
れ
い
な
押
し
花
、
マ
ク
ラ
メ
の
人

形
に
挑
戦
し
た
り
、
ヨ
ガ
体
操
に
汗
を
流
し

た
り
・・・・・・
。
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
言
い
な
が

ら
楽
し
く
す
ご
し
て
い
ま
す
。

ト
ト
ロ
の
家
は
、
多
く
の
皆
様
の
ご
賛
同

を
い
た
だ
き
、
７
月
上
旬
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

（
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
）
に
な
る
予

定
で
す
。

地
域
の
た
す

け
あ
い
と
「
住

み
慣
れ
た
町
で

安
心
し
て
住
み

つ
づ
け
ら
れ
る

町
づ
く
り
」
に

す
こ
し
で
も
寄

与
で
き
た
ら
、

と
の
思
い
で
、

８
月
か
ら「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
　
ト
ト
ロ
の
家
」

を
は
じ
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

月
曜
、
木
曜
の
生
き
が
い
サ
ロ
ン
も
今
ま

で
ど
お
り
開
所
し
ま
す
。

８
月
か
ら
日
曜
日
以
外
は
毎
日
開
い
て
い

ま
す
の
で
、
一
人
ぐ
ら
し
や
昼
間
ひ
と
り
に

な
る
な
ど
、介
護
に
認
定
さ
れ
て
い
る
方
も
、

「
ト
ト
ロ
の
家
」か
ら
こ
ん
に
ち
は

ハガキとしおりにきれいな押し花をしました。

かわいい利用者はみんなの人気もの！



会場 福祉センター 
時間 正午～午後3時 高齢者の集い 

 
会場 総合グラウンド 
時間 午後4時～ アトラクション 

今年も下記の日程で町民夏まつりが開催されます。 
家族そろってお越しください。 

午後6時30分～ 

午後8時30分～ 午後8時30分～ 

田川　寿美 
（たがわ　としみ） 

山本　智子 
（やまもと　さとこ） 

相川　美保 
（あいかわ　みほ） 

和歌山県出身。作曲家鈴木淳氏に師事し平成4
年「女・ひとり旅」でデビュー。平成6年、紅白歌
合戦に初出場。平成13年7月には、デビュー10
周年記念リサイタルを開き、五木寛之氏作詞
の「内灘哀歌」などを歌い、CDもリリースされた。 

　内灘町出身。平成12年「明日花」
でデビュー。県内各地でのコン
サート、ラジオ番組にも出演し、
今後の活躍が期待される。 

愛媛県出身。石川さゆりを彷彿
とさせるベルベットボイスが大
きな話題になる。今年「東京雨ん中」
を歌い、フォークタッチの歌謡
曲で新たな分野を展開中。 

オープニング・バンド演奏 午後4時頃～ 

保育園児納涼盆おどり 午後4時25分頃～ 

ウルトラマンガイアと遊ぼう 午後5時頃～ 

和太鼓（和太鼓協会） 午後5時40分頃～ 

よさこいソーラン 
　　（愉快な仲間たち、中学生） 

午後6時5分頃～ 

○1998 円谷プロ Ｃ 

・各種出店コーナー 
・消防防災フェア 

午後3時30分～ 

土 

午後8時～ 

※開始時間については、多少前後する場合がありますので、ご了承ください。 ※開始時間については、多少前後する場合がありますので、ご了承ください。 
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内灘砂丘文芸スクール特別講演 

テーマ『文学の基本』 テーマ『文学の基本』 

 

日　時�８月10日（土）

午後６時開演（午後５時30分開場）

会　場�内灘町文化会館大ホール

主　催�内灘町教育委員会・石川県・石川テレビ放送

問い合わせ先�内灘町教育委員会☎286－6716

内灘町文化会館☎286－1123

石川テレビ事業部☎267－2141
入場料�全席自由（税込み・４歳以上有料）

大人1,000円（当日1,200円）

小人（中学生以下）500円（当日700円）

内灘町文化会館自主事業 

ミュージカル「 人 魚 姫 」 

2002.7.5.（19）

特　別　講　演
日　時 ７月13日（土）午前10時30分～12時

会　場 内灘町役場１階町民ホール

対　象 一般町民（どなたでも参加できます。）

問い合わせ先 生涯学習課

直木賞作家

車谷
くるまたに

長吉
ちょうきつ

・内灘町文化会館 ・内灘町各公民館 ・おきの書房
・名鉄エムザPG ・香林坊大和PG ・香林坊PG（109）

前売り券発売所

内灘民謡祭 
 
内灘民謡祭 
 

－会
員の発

表会－

日　時�８月13日（火）午後１時30分～３時30分
場　所�内灘町文化会館１階和室
対　象�小学生（３年～６年生）
講　師�正見　巌雄 先生
定　員�15名（定員になり次第締め切ります。）
持ってくるもの�
・Ｂの鉛筆　・消しゴム
・30cm位のプラスチックの定規
参加料�無料です
申込・問い合わせ先�図書館

北は北海道から、南は九州までの各地の唄に踊りを

添えまして、皆様に楽しんでいただきながらチャリテ

ィー募金にご協力をしていただいております。（かわ

いい子ども達も唄や踊りに出演します。）

集まったお金は、内灘町の福祉事業に寄附をし、役

立ててもらっております。

日　時�８月18日（日）午後１時～

場　所�内灘町文化会館

参加費�無料

主　催�内灘町民謡協会

問い合わせ先�会長　出島照磐☎286－1012

小学生のためのマンガ入門教室

参加者募集

成人式のご案内

平成15年の成人式を、次のとおり挙行します。

日　時�平成15年１月12日（日）午前10時～

会　場�内灘町文化会館大ホール

対象者�昭和57年４月２日から昭和58年４月１日ま

でに生まれた方。

※仕事等で町外に在住し、当町で成人式を希望される

方は、下記までご連絡ください。

問い合わせ先�内灘町文化会館☎286－1123

1945年兵庫県生まれ。慶應義

塾大学卒。広告代理店などに勤

務後、料理人として全国を転々

とした。1992年「塩壷の匙」

で芸術選奨文部大臣賞、三島由

紀夫賞1998年「赤目四十八瀧

心中未遂」で直木賞を受賞。

「漂流物」は平林たい子文学賞

を受賞、この作品は内灘が舞台

となっている。

主な作品　「文士の魂」「白痴群」「金輪際」

「業柱抱き」「銭金について」
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　食中毒の原因の約8割は、腸炎ビブリオ・サルモネラなどの細菌によるものです。特に、こ
れらの細菌は気温と湿度の高い夏期（7～9月）に増殖しやすく、この時期に食中毒も多発し
ています。では、わが家の台所から食中毒を出さないためには、どうすれば良いのでしょうか。
基本的な事項を考えてみましょう。 

食品衛生に関する相談・お問い合わせは下記で受け付けています。 
石川中央保健福祉センター河北地域センター（旧津幡保健所） 

津幡町字中橋ロ１－１　☎289－2177

8月5日～11日は食品衛生週間です 
食中毒防止は、まず心がけから 

見直そう、わが家の台所 見直そう、わが家の台所 見直そう、わが家の台所 

　海の中に住み、夏などに海水温が高くな
ると沿岸海域で急速に増え、近海でとれる
魚介類から検出されます。食中毒の症状は、
激しい腹痛や下痢、おう吐です。あたたかいと他の細菌の
２倍以上のスピードで増殖しますが、真水に弱く、また60
℃、10分間の加熱で死んでしまいます。 

　動物の腸などに住み、糞便を介して肉
や卵を汚染します。この菌に汚染されて
菌が増えた食品を食べると激しい腹痛や
下痢、発熱（38℃～40℃）を起こします。低温や乾燥に
はかなり強いのですが、加熱には弱く、60℃、30分の加
熱で死んでしまいます。 

●食中毒を起こす細菌はほどんどが熱に弱く、85℃で１分間煮沸をすれば死んでしまいます。十分な加熱調理

が最高の予防法です。 

●刺身など、加熱できない食品を買う際は「一番最後に買って、自宅の冷蔵庫まで一直線」位の気持ちが必要で

す。10℃以下の冷蔵庫内に食べ物を入れると、細菌がふえるのを遅らせることができます。 

●できあがった料理はすぐに食べ、食卓に長い時間置かないようにしましょう。 

●魚や肉を調理したままのまな板や包丁で、野菜や調理を終えた食べ物を切ると、細菌が移って食中毒が起こる

ことがあります。これを二次汚染による食中毒といい、食中毒の多くはこれが原因で起きています。家庭の台

所に、まな板を２枚用意するのは大変ですが、原材料用と直接食べる物用は別々にしましょう。また、包丁な

どの器具類は丁寧に洗い、熱湯で消毒すると効果的です。 

　このように、細菌を「清潔にしてつけない」「迅速にしてふやさない」「加熱して殺す」が食中毒予防

の三原則といわれます。調理に当たる際は、頭のスミに入れておいてください。 

食 中 毒 予 防 三 原 則 
 

◎細菌をつけない（清潔） 
☆手や調理器具は正しく洗う 

☆食品を保存する時はフタをする 

☆ねずみ・ゴキブリ等の駆除をする 

◎細菌をふやさない（迅速） 
☆調理したら早めに食べる 

☆保存する時は必ず冷蔵庫で 

☆冷蔵庫内には隙間を作る 

 
◎細菌を殺す（加熱） 
☆中心部まで確実に加熱する。 

☆煮沸できるものは沸騰させる 
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幼
児
安
全
法
支
援
員
養
成
講
習
会

受

講

生

募

集

内
灘
町
赤
十
字
奉
仕
団
（
委
員
長
　
横
田
ふ

み
子
）
で
は
子
ど
も
に
起
こ
り
や
す
い
事
故
防

止
と
応
急
手
当
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
に
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。

日
　
時
▼

８
月
１
日
（木）
、
８
月
８
日
（木）
の
２
日
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
希
望
者
の
み
）

８
月
９
日
（金）

午
前
９
時
か
ら
検
定

場
所
▼
内
灘
町
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
学
習
室

対
象
▼
町
内
在
住
者
　
20
名
（
15
歳
以
上
）

※
７
月
20
日
を
申
込
締
切
と
し
定
員
に
な
り
し

だ
い
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

受
講
料
▼
無
料
（
た
だ
し
教
本
代
１，

０
０
０

円
が
必
要
で
す
）

認
定
証
の
交
付
▼
検
定
合
格
者
に
は
支
援
員
認

定
証
を
日
本
赤
十
字
社
よ
り
交
付
し
ま
す

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

内
灘
町
赤
十
字
奉
仕
団

〒
９
２
０
―
０
２
７
１

内
灘
町
鶴
ヶ
丘
４
丁
目
80
番
地
　
西
田
恭
子

☎
・
FAX
２
８
６
―
１
１
７
４

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
を
明
記
し
ハ
ガ
キ

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

中
国
語
教
室
の
ご
案
内

（
基
礎
中
国
語
会
話
）

開
催
日
時
▼
７
月
25
日
（木）
〜
９
月
12
日
（木）

毎
週
木
曜
日
　
全
10
回

午
後
７
時
〜
９
時

場
所
▼
内
灘
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
西
荒
屋
ハ
24
―
４
）

募
集
定
員
▼
15
名

申
込
方
法
▼
７
月
22
日
（月）
ま
で
　
午
前
10
時
〜

午
後
５
時
（
土
、
日
曜
日
は
除
く
）
に
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

受
講
者
の
決
定
▼
応
募
者
多
数
の
場
合
は
７
月

22
日
（月）
の
抽
選
後
、
連
絡
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

内
灘
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎
２
８
６
―
５
４
３
８

FAX
２
８
６
―
８
５
８
５

「

海

の

祭

典

」

開

催

開
催
期
間
▼

７
月
20
日
（
土
・
海
の
日
）
〜
28
日
（日）

メ
イ
ン
会
場
▼
金
沢
港
・
七
尾
港

テ
ー
マ
▼
「
人
と
海
　
き
ら
め
く
波

ウ
ェ
イ
ブ

夢
創
造
」

◎
船
舶
の
一
般
公
開
・
体
験
航
海
に
つ
い
て

一
般
公
開
は
、受
付
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

当
日
定
刻
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

体
験
航
海
は
申
込
み
が
必
要
で
す
。

◎
海
の
総
合
展
に
つ
い
て

深
海
６
５
０
０
の
１
／
１
（
実
物
大
）
模
型

を
展
示

こ
の
模
型
が
石
川
県
に
来
る
の
は
初
め
て

で
、
横
須
賀
に
あ
る
海
洋
科
学
技
術
セ
ン
タ

ー
に
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
も
の
を
特
別
に

公
開
し
ま
す
。（
七
尾
港
会
場
）

◎
日
本
海
側
初
の
油
回
収
船
「
白
山
」
入
港

日
本
海
側
に
初
め
て
配
備
さ
れ
る
大
型
油
回

収
船
「
白
山
」
が
来
航
し
ま
す
。

期
間
中
に
は
一
般
公
開
が
行
わ
れ
、
疑
似
油

を
使
っ
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。（
金
沢
港
会
場
）

ほ
か

問
い
合
わ
せ
先
▼

第
17
回
「
海
の
祭
典
」
実
行
委
員
会
事
務
局

〒
９
２
０
―
８
５
８
０

金
沢
市
広
坂
２
丁
目
１
番
１
号

☎
２
２
３
―
９
３
５
８
　

FAX
２
２
３
―
９
３
５
９

在
宅
保
健
医
療
有
資
格
者

登

録

の

お

願

い

石
川
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在

就
労
し
て
い
な
い
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、

管
理
栄
養
士
、
栄
養
士
、
作
業
療
法
士
、
理
学

療
法
士
の
資
格
を
有
す
る
方
の
登
録
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
市
町
村
か
ら
の

要
望
に
応
じ
て
登
録
者
を
紹
介
し
た
り
、
登
録

者
へ
研
修
会
の
案
内
を
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。ご

協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
石
川
中
央
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
企
画
調
整
課
（
☎
２
７
５
―
２

２
５
２
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
石
川
県
感
染
症
情
報

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
つ
い
て

運
用
主
体
▼
石
川
県
感
染
症
情
報
セ
ン
タ
ー

（
石
川
県
保
健
環
境
セ
ン
タ
ー
内
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
主
な
内
容
▼

①
県
内
及
び
全
国
の
発
生
状
況
と
流
行
状
況

（
増
減
）
の
説
明

②
発
生
状
況
が
通
常
と
異
な
る
場
合
、
県
民
へ

の
啓
発
内
容
（
予
防
対
策
等
）

③
そ
の
他

ア．

疾
病
に
つ
い
て
の
解
説

イ．

感
染
症
発
生
動
向
調
査
事
業
に
係
る
内
容

ウ．

県
内
の
過
去
（
２
０
０
０
年
以
降
）
の

感
染
症
情
報

エ．

国
立
感
染
症
研
究
所
へ
の
リ
ン
ク

更
新
間
隔
▼
毎
週

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
▼

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.is
h
ik
a
w
a
.jp
/

k
a
n
s
e
n
/in
d
e
x.h
tm

第
52
回

内
灘
町
戦
没
者
慰
霊
式

日
時
▼
７
月
12
日
（金）

午
前
10
時
30
分

場
所
▼
源
正
寺
（
大
根
布
）

第
51
回

石
川
県
戦
没
者
慰
霊
式

日
時
▼
７
月
30
日
（火）

午
前
10
時
30
分

場
所
▼
野
田
山
（
石
川
県
戦
没
者
墓
苑
）

※
参
加
希
望
者
は
遺
族
会
地
区
役
員
へ
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

町
民
生
活
課

内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会

ニー ハ
オ 

国際友好の輪を
広げよう！

語学で仲間づくり
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暮
ら
し
の
情
報

入

国

警

備

官

採

用

試

験

受
験
資
格
▼
昭
和
54
年
４
月
２
日
〜
昭
和
60
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

採
用
予
定
数
▼
約
40
名

申
込
先
▼
法
務
省
名
古
屋
入
国
管
理
局

〒
４
６
０
―
０
０
０
１

名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
４
―
３
―
１

☎
０
５
２
―
９
５
５
―
０
９
２
７

平

成

14

年

度

自

衛

官

募

集

の

お

知

ら

せ

問
い
合
わ
せ
先
▼

・
自
衛
隊
石
川
地
方
連
絡
部

☎
２
９
１
―
６
２
５
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

http://m
em
ber.nifty.ne.jp/ishikaw

a_plo

・
内
灘
町
担
当

西
松
広
報
官

☎
０
９
０
―
１
６
３
６
―
１
０
１
５

・
内
灘
町
総
務
課

・
募
集
相
談
員

広
瀬
　
武
志
さ
ん
　
☎
２
８
６
―
８
６
９
４

南
　
　
正
光
さ
ん
　
☎
２
３
８
―
３
２
４
１

福
島
　
哲
子
さ
ん
　
☎
２
８
６
―
２
１
３
１

受　付 
期　間 
 

7月25日（木）～8月8日（木）（土曜日、日曜日は除く） 
◎申込書の提出はできるだけ郵送にしてください。（8月8日消印有効） 

◎受付時間9時～17時 

第１次 
試　験 

実　　施　　日 試　験　種　目 

教養試験（多枝選択式） 

作　　文　　試　　験 

人　　物　　試　　験 

身　　体　　検　　査 

身　　体　　測　　定 

体　　力　　検　　査 

合格発表日 

9月29日（日） 
8：50（開始）～12：45（終了） 

10月16日（水） 

（最終合格者発表） 

11月14日（木） 

10月24日（木） 
10月25日（金） 

※第1次試験合格通知書で 
　指定する日 

第２次 
試　験 

入国警備官の職務に関する情報は、

法務省のホームページ　http://www.moj.go.jp/
に掲載しています。

募集種目 資　　格 受付期間

防衛大学校

学　　　生

高卒～21歳未満

高卒～21歳未満

高卒～21歳未満

高卒～21歳未満

高卒～24歳未満

18歳以上～24歳未満

18歳以上～27歳未満

18歳以上～27歳未満

18歳以上～27歳未満

中卒～17歳未満

09月05日～09月09日

09月12日～10月11日

09月12日～10月11日

08月05日～09月06日

09月12日～10月11日

08月05日～09月06日

08月05日～09月06日

年間を通じて

08月05日～09月06日

11月05日～01月07日

推薦

一般

男

女

防衛医科大学校学生

航 空 学 生

看 護 学 生

一般曹候補学生

曹 候 補 士

２ 等

陸･海･空士

自 衛 隊 生 徒

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
タ
ー
ト

本
年
８
月
５
日
、
各
種
行
政
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
住
民
基
本
台
帳
の

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
稼
働
し
ま
す
。

※
住
基
ネ
ッ
ト
を
運
営
す
る
た
め
、
平
成
14
年
８
月
、
住
民
票
コ

ー
ド
を
住
民
の
皆
様
に
通
知
し
ま
す
。

通
知
さ
れ
た
住
民
票
コ
ー
ド
は
今
後
、
行
政
機
関
へ
の
届
出
・
申
請

の
際
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

平
成
15
年
８
月
実
施
予
定

住民基本台帳カードを持っている方は、 
転入転出時に窓口に行くのが一回ですみます。 

 

全国どこの市区町村でも 
住民票の写しの交付が受けられます。 

 

住民基本台帳カードで 
いろいろなサービスが受けられます。 

 

住基ネットで、どこでも 
住民票の写しがとれます！ 

 

住民票の写しをとるために、 
仕事を休まなくちゃならないわ 

 

印鑑登録証や公共施設利用カード、 
たくさんのカードがあって大変だ 

 

住民基本台帳カードが 
希望者に交付されます。 

また、このカード１枚でいろいろな 
サービスが受けられます！ 

 

引越しの忙しい時に 
2回も役所に行くのは大変ね 

住民基本台帳カードを 
持っている方は、窓口に行くの 
が転入時の一回ですみます! 

 

試験日程・試験種目▼

詳しくは、町民生活課窓口に
お問い合わせください。
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知 っ 得 情 報

○登録できる品物　家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、音楽用品、
ベビー用品、制服（町内小中学校）

○無料での提供のみお取扱いします。
※写真を掲載したい方は、ご相談ください。

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（6月27日まで受付分）

希望者 提供者 交渉成立 

環境対策室 

紹介 登
　
録
（
６
カ
月
間
） 

登
　
録
（
６
カ
月
間
） 

不用品リサイクルの登録情報は内灘町のホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku

◇登録、問い合わせ先　環境対策室　☎286－6701

今
月
の
納
税
納
期
限
　
７
月
31
日
（水）

―
町
税
は
納
期
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

―

○
国
民
健
康
保
険
税
　
　
　
　
　
　
第
４
期

○
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
　
　
第
２
期

町
税
（
町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・
軽
自
動
車

税
・
国
民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
は
便
利
で
簡
単
な
手
続
き
の
口
座

振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〜
手
続
き
方
法
〜

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お
持
ち
の
上
、

左
記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
石
川
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢
信
用
金

庫
・
興
能
信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

問
い
合
わ
せ
先
▼
税
務
課

暮
ら
し
の
情
報

暮
ら
し
の
情
報

７
月
の
は
ま
な
す
大
学

日
　
時
▼
７
月
19
日
（金）

午
後
１
時
30
分
〜
　

場
　
所
▼
文
化
会
館
３
階
　
視
聴
覚
室

テ
ー
マ
▼
「
内
灘
の
風
土
」

講
　
師
▼
花
園
大
学
教
授
　
北
西

き
た
に
し

弘
ひ
ろ
む

氏

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談

（
秘
密
厳
守
・
無
料
）

相
隣
関
係
、
家
庭
、
相
続
、
登
記
、
交
通
安
全
、

税
金
、
年
金
、
消
費
生
活
、
役
所
の
窓
口
、

公
共
施
設
な
ど

と
こ
ろ
▼
内
灘
町
働
く
婦
人
の
家

と
　
き
▼
７
月
19
日
（金）

午
後
１
時
〜
４
時

譲
り
ま
す 

新
着
情
報 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

・パナソニック91年製 プッシュホン電話機（色：グレー）

・テクニクス 電子オルガン

・パイプベッド（色：シルバー）

・本棚、学習机（いすなし）、電気こたつ

●譲って下さい（希望品）
テレビ、ホームベーカリー、
普通自転車、大人用三輪車、冷蔵庫430R程度、
子供用三輪車、そろばん、
ノートパソコン、FAX、CDラジカセ、
原付バイク、ビデオデッキ、
乳幼児用玩具、女児ベビー服（70～90cm、夏秋用）、
ベビーラック、ベビー用品、
鶴ヶ丘小学校制服上着、夏スカート、冬スカート（130cm以上）

●譲ります（提供品）
ベビー布団一式、室内用ジャングルジム、
セミダブルベッド、子ども用対面式ブランコ、
テクニトーン、水槽、内灘中学校通学カバン、
女児用長ぐつ（18cm）、
おさいほうばん、幼児用ナップサック、
中高生用紺色コート（160cm）、
金魚のえさ一式、パイプハウス、
洋服ダンス、
中高生女子用紺色コート（身長160cm）

不用品リサイクル登録情報
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

ツベルクリン反応検査とBCG接種
7月23日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

7月25日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成14年 3月生

●ツベルクリン（受付時間）13：00～14：00
●B CG接種（受付時間）13：15～14：00

｝
8月27日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

8月29日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成14年 4月生｝

7月11日（木）
10：30～11：30

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

テーマに選んだ
絵本の紹介、おは
なし読みきかせを
します。

「おつきさま こんばんは」 林　明子 他

今月のテーマ

『よるの絵本』

１才6か月児健診
7月16日（火） 対象 12年12月生
8月20日（火） 対象 13年 1月生

（受付時間）13：00～14：00

4か月児健診
7月23日（火） 対象 14年 3月生
8月27日（火） 対象 14年 4月生

（受付時間）13：00～14：00

平日   9：00～12：00
（月～金） 

健診などの事業により
利用できない日もあり
ます。ご了承ください。 

・お部屋の中で食べたり飲んだり
しないでネ 
・オムツやごみは持ち帰ってネ 
・おもちゃや絵本はかたづけてネ 

平日   9：00～12：00 
　　 13：00～17：00

　土曜日 
 10：00～12：00

（月～金） 

～～～～ 
～～～～～～～～～ 

7月17日（水）

10：00～11：00
（受付 9：30～10：00）

パ ン ダ ク ラ ブ
1～3歳児の遊びの教室

○魚つりごっこ
～みんなで魚つりをして遊ぼう～

★時間を守りましょう。
受付時間をすぎた時、入室できない場合
があります。

すくすく赤ちゃん!!
7月18日（木）
（受付13：00～13：30）
（教室13：30～15：00）

担当：鶴が丘乳児保育園保育士
（子育て支援センター）

※受付時間をすぎた時は、入室できない
場合があります。

0才児の親子あそびの教室

会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

◎親子で遊ぼう
今月のテーマ『今日も元気！』

「おちゃのこほい」他、親子一緒に手遊び
うた遊び。

◎みんなで考えてみよう
今月のテーマ『すくすく生活リズム』

3才児健診
7月 9日（火）対象 11年 3月生
8月 6日（火）対象 11年 4月生

（受付時間）13：00～14：00

献血のお知らせ
7月21日（日）
9：00～12：00
鶴ヶ丘北公民館

13：30～16：00
鶴ヶ丘西公民館

ご協力をお願いします

牛乳パック 1つ 

魚つりの魚を 

つくります 

持ってきてほしいもの 



次回のまいどさんは渡辺さんから誰にバトンタッチするのかお楽しみに！ 

今月は  松井さん  から紹介のあった、渡辺　徹  さん  に登場していただきます。 

このコーナーでは、毎回出場者に次回出場者をリレー方式で紹介してもらいます。 

渡辺　　徹さん 
（27歳・大清台） 

わた なべ   とおる 

　写真を見てもわかるように笑顔だけがとりえであり、自分の

最大の武器だと信じてこれまでの人生を生きてきました。 

　先日27歳の誕生日を迎え、そろそろ人として自立しなければ

ならない頃なのですが、まだまだ周りの皆様にお世話になりっ

ぱなしなので、この場を借りてお詫びとお礼を申し上げたいと

思います。 

　今後、僕の笑顔を必要としてくれる方は、役場総務課広報担

当まで！ 
 

町へ一言：職員採用年齢の上限を上げてください。 
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

な
ま
え

住
　
　
所

お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ん

森も
り

春
介

し
ゅ
ん
す
け

飯い
い

田だ

弥
夢

み

ゆ

新
谷

し
ん
た
に

寧
々

ね

ね

手て

取ど
り

浩こ
う

太た

瀧
能

た
き
の
う

皐
平

こ
う
へ
い

佐
々
木

さ

さ

き

芽
衣

め

い

背せ

口ぐ
ち

琢た
く

磨ま

松
本

ま
つ
も
と

光
生

こ
う
せ
い

喜
多

き

た

真
莉
菜

ま

り

な

澤さ
わ

田だ

翔
し
ょ
う

大た

山
本

や
ま
も
と

浩ひ
ろ

也や

中な
か

野の

翔か
い

斗と

高た
か

井い

隆
り
ゅ
う

希き

浅あ
さ

田だ

尚な
お

哉や

道
上

み
ち
が
み

凛り
ん

茶
谷

ち
ゃ
だ
に

真
衣

ま

い

坂
上

さ
か
が
み

風
衣

か

い

（（（（（（
小こ

西に
し

晴は
る

久ひ
さ

富
山
県

岡お
か

部べ

仁さ
と

里り

鶴
ヶ
丘
１

中な
か

宮み
や

英ひ
で

樹き

向
粟
崎
２

宮み
や

下し
た

裕ひ
ろ

美み

金
沢
市

荒あ
ら

島し
ま

正ま
さ

浩ひ
ろ

宮
坂

生い
く

田た

佐
和
子

さ

わ

こ

宮
坂

喜き

多た

紀の
り

成し
げ

向
粟
崎
４

阪さ
か

本も
と

有ゆ

岐き

金
沢
市

山や
ま

崎ざ
き

嘉よ
し

成な
り

鶴
ヶ
丘
４

山や
ま

下し
た

さ
と
み

富
山
県

北き
た

川が
わ

裕ひ
ろ

之ゆ
き

向
粟
崎
２

林は
や
し

夕
美
子

ゆ

み

こ

鶴
ヶ
丘
４

（（（（（（
酒さ

か

井い

信の
ぶ

弘ひ
ろ

大
根
布
３

北き
た

野の

沢さ
わ

美み

金
沢
市

松ま
つ

本も
と

伸し
ん

司じ

旭
ヶ
丘

今い
ま

村む
ら

奈な

穂ほ

金
沢
市

高た
か

井い

豊
ゆ
た
か

大
根
布
７

松ま
つ

井い

都
喜
子

と

き

こ

鶴
ヶ
丘
１

森も
り

田た

純
じ
ゅ
ん

津
幡
町

舟ふ
な

橋は
し

望
の
ぞ
み

向
粟
崎
１

紙か
み

丸ま
る

寛ひ
ろ

之ゆ
き

大
学
２

中な
か

村む
ら

友ゆ

紀き

金
沢
市

寺て
ら

内う
ち

鉄て
つ

也や

向
陽
台
２

徳と
く

井い

利り

香か

金
沢
市

出で

島じ
ま

朝あ
さ

子こ

鶴
ヶ
丘
２

70
才

松
岡

ま
つ
お
か

徳
郎

と
く
ろ
う

ア
カ
シ
ア
１
74
才

瀧た
き

能の

和か
ず

子こ

鶴
ヶ
丘
３

63
才

安あ

宅た
か

か
を
り

鶴
ヶ
丘
４

84
才

北き
た

野の

京
き
ょ
う

子こ

大
学
２

58
才
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向 粟 崎 保 育 所 緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

7月17日（水）
8月21日（水）

7月18日（木）
8月22日（木）

7月19日（金）
8月23日（金）

問い合わせ先　環境対策室　☎286－6701

新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

1.もえるごみ
毎週月・木曜日（ただし、祝日・振替休日は休み。）
2.もえないごみと資源物

ごみ収集カレンダー

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎 2 ・ 5 丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

北 部 土 地 区 画

西 荒 屋

室

湖　　　　　　　西

もえないごみ（埋立ごみ） 資源物（リサイクルできるもの）

14

〃

〃

〃

9

〃

〃

2

9

2

〃

〃

〃

7

〃

〃

〃

〃

〃

〃

23
19：00～20：00

〃

〃

23
19：30～20：30

22
19：00～20：00

22
20：00～21：00

22
19：00～20：00

22
18：00～19：00

30
6：30～7：30

29
19：00～20：00

〃

25
8：00～9：00

30
8：00～9：00

30
19：00～20：00

30
18：30～19：30

30
19：00～20：00

30
18：00～19：00

30
19：00～20：00

30
18：00～19：00

30
11：00～12：00

8月

10

〃

〃

〃

12

〃

〃

5

12

5

〃

〃

〃

3

〃

〃

〃

〃

〃

〃

7月 8月
12

19：00～20：00

〃

〃

12
19：30～20：30

18
19：00～20：00

18
20：00～21：00

18
19：00～20：00

18
18：00～19：00

26
6：30～7：30

25
19：00～20：00

〃

21
8：00～9：00

26
8：00～9：00

26
19：00～20：00

26
18：30～19：30

26
19：00～20：00

26
18：00～19：00

26
19：00～20：00

26
18：00～19：00

26
11：00～12：00

7月

 
スプレー缶（金属製）は、穴をあけて町会のリサ
イクルに出してください。リサイクルにご協力を
お願いします。 

1,713
453
428
809
1,222
746
1,626
1,004
712
1,571
521
421
368
432
47
552
248
80

12,953
4

1,816
536
454
864
1,224
778
1,706
1,105
731
1,615
513
646
367
456
39
562
281
81

13,774
△ 10

3,529
989
882
1,673
2,446
1,524
3,332
2,109
1,443
3,186
1,034
1,067
735
888
86

1,114
529
161

26,727
△ 6

1,150
350
321
595
769
517
1,112
723
517
1,037
492
607
258
258
27
317
154
49

9,248
△ 9

内灘町字別人口世帯数 平成14年5月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ヶ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴ヶ丘1･2･3丁目
鶴ヶ丘4丁目
鶴ヶ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
北部土地区画
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区　分
人　　　　口

男 女 総 数
世帯数

発 行 内灘町総務部総務課（毎月５日発行）
〒920-0292  石川県河北郡内灘町字大学1丁目2番地1
TEL（076）286－1111 FAX（076）286－0617
HP http://www.nsknet.or.jp/uchinada/

広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報担当まで　☎286－6720

7～8月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住　　　所 T E L

7/7
（日）

7/14
（日）

7/20
（土･祝）

7/21
（日）

7/28
（日）

8/4
（日）

8/11
（日）

由雄クリニック（内･循） 津幡町横浜は50-6 288-8584

らいふクリニック（内） 七塚町白尾ロ32-1 283-6200

紺井医院（内･小） 内灘町緑台1丁目8 238-1277

山崎耳鼻咽喉科クリニック 七塚町白尾イ44-2 283-7070

いこま眼科医院 津幡町津幡ニ522 289-4175

なかお医院（内） 宇ノ気町七窪ハ17-6 283-6655

松岡医院（内･小） 津幡町越中坂90 288-1013

秋山クリニック（胃腸･内･肛門）内灘町ハマナス1-8-1 286-8843

船木整形外科医院 七塚町白尾イ44-1 283-4353

サンクリニックやまだ（小･内）津幡町潟端461-10 289-3929

かねだ医院（内･神経内） 高松町高松ヲ2-6 281-1164

金原皮膚科医院 内灘町アカシア1丁目48 237-7950

久保医院（内･小） 宇ノ気町宇野気ヌ183 283-0017

藤井産婦人科医院 内灘町向陽台1丁目225 238-5151

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞等でご確認ください。

　NTTでは、地球環境・地球資源保護の立場から、古い
電話帳の回収を推進しております。 
　資源のリサイクル運動にご協力をお願いします。 
回収期間　7月12日（金）～7月25日（木） 
回収方法　配達員が新しい電話帳をお届けに伺いますので

不要となった電話帳が有りましたらお渡しくだ
さい。（交換方式）   

　なお、お渡しできなかった場合は、「タウンページセン
タ」または「回収センタ」までご連絡ください。改めて回
収に伺います。 

古い電話帳回収いたします 

　タウンページセンタ 
　　フリーダイヤル　0120－506309 
　　営業時間／月～金　午前9時～午後8時 
　　営業時間／土・祝　午前9時～午後5時 
　　休　　日／日・年末年始（12月29日～1月3日） 

回収・配達に関する問い合わせ先 


